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ެ
取
ҕ
、̔
主
・
物
ྲྀ
事
業
者
取
引
ௐ
ࠪ

൘
橋
支
෦
੨
年
෦
、ϕ
ス
ト
を
د
ଃ

北
支
෦
が
交
通
҆
શ
ڭ
ࣨ
を
実
施

શ
ト
協
通
ৗ
૯
会
、新
会

に
寺
Ԭ
෭
会


東
ト
協
連
、７
年
度
通
ৗ
૯
会
を
開
࠵

２４4７７

関
東
運
༌
）ہ
౻

ా
ྱ
子
ہ

）と
東

京
労
働
）ہ

ా


ہ

）は
７
月
２
日
、

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
と

し
て
ՙ
主
ا
業
や
ݩ
請
け
事

業
者
を
๚
問
し
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
の
༌
送
力

不
足
が
ݒ
೦
さ
れ
る

物
ྲྀ
の
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
対
応
や
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

労
働
環
境
改
善
に
向

け
て

ྀ
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
ಘ
る
た
め
、
要
請
・

प

を
行
っ
た
。

同
日
は
、
関
運
ہ
の
ト
ラ

ッ
ク
・
物
ྲྀ
̜
メ
ン
、
東
京

都
貨
物
自
動
車
運
送
適
正
化

事
業
実
施
ػ
関（
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
）の
̜
メ
ン
ௐ

ࠪ
һ
と
、
東
労
ہ

の
ՙ
主
特
別
対
ࡦ

ν
ー
Ϝ
の
ՙ
主
特

別
対
ࡦ
୲
当

ら

が
、
ߐ
東
区
の
東

༸

಄
東
京
支
ళ

有
明
Ӧ
業
ॴ
を
๚

れ
、
ᶃ

時
間
の

請
・
प

し
た
も
の
。

同
社
第
一

ݿ
で
は
、

労
働
環
境
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
説
明
が
行
わ

れ
、
̜
メ
ン
ら
が
࡞
業
状

況
な
ど
を
確
認
し
た（
写

真
）。関運

ہ
で
は
、
時
間
外

労
働
規
制
遵
守
の
観

か

ら
、
各
都
ݝ
労
働
ہ
と
連

ܞ
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
今
ճ
、
東
労
ہ
と

ト
ラ
ッ
ク
・
物
ྲྀ
̜
メ
ン
に

よ
る
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
ՙ
主
ا
業
な
ど
へ
の

働
き
か
け
を
ڧ
化
し
て
い
く

ํ

だ
。

߃
ৗ
的
な
ՙ

ち
の
防
止
、

ᶄ
改
善
基
準
告
示
を

ྀ

し
た
発
注（
発
注
୲
当
者
向

け
）、
ᶅ
ト
ラ
ッ
ク
༌
送
の

標
準
的
運

の
理
解
・
協
力

Ổ
Ổ
に
つ
い
て
、
合
同
で
要


಄
、
ਫ


会

が
あ

い
さ
つ
し
、

６
月
16
日
に

開
࠵
し
た
７

年
度
通
ৗ
૯

会
・
࠙
親
会

が
理
事
・


事
な
ど
の
協

力
に
よ
り
滞

り
な
く
運
Ӧ
さ
れ
、


会
ཪ
に
終
了
し
た
こ
と

に
ײ
ँ
の
言
༿
を
ड़

べ
、「
本
日
は
、評
ٞ
һ
の
ҕ


と

ࡐ
ઐ

෦
会
の
解
ࢄ

に
つ
い
て
、
͝
৹
ٞ
い
た
だ

く
΄
か
、
会
һ
の
中
で
も
ࠔ

っ
て
い
る
ํ
が
多
い
、
事
業

ঝ
継
に
つ
い
て

報
を
ఏ
ڙ

す
る
」と
ड़
べ
た
。

こ
の
ޙ
、
ٞ
題
と
し
て
評

ٞ
һ
の
ҕ

に
つ
い
て
、
ܽ

һ
と
な
っ
て
い
た
目
ࠇ
支
෦

の
評
ٞ
һ
の
ҕ

を
৹
ٞ
・

ঝ
認
し
た
。

続
い
て
、

ࡐ
ઐ

෦
会

の
解
ࢄ
に

つ
い
て
、

同
෦
会
か
ら
の
報
告
を
説

明
。
同
෦
会
は
、

ࡐ
関
係

༌
送
事
業
の
健
શ
な
発
ల
を

ਤ
る
た
め
、
必
要
な
ઐ

的

事
߲
に
対
処
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
昭
和
42
年
６
月

12
日
設
立
。
最

期
に
は
෦

会
һ
数
が
50
社
を
超
え
て
い

た
が
、７
年
５
月

に
は
９

社
に
ま
で
減
少
し
、
෦
会
運

Ӧ
が
ࠔ
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同

年
３
月
の
通
ৗ
૯
会
で
今
ޙ

の
あ
り
ํ
に
つ
い
て
ݕ
౼
、

５
月
開
࠵
の
ྟ
時
૯
会（
書

໘
৹
ٞ
）で
、
෦
会
の
解
ࢄ

を
決
定
し
た
。
な
お
、
残
༨

ࡒ
࢈
に
つ
い
て
は
、
෦
会
һ

各
社
へ
ฦ
ۚ
す
る
。

同
෦
会
の
解
ࢄ
に
つ
い

て
、
৹
ٞ
・
ঝ
認
し
、
ઐ


෦
会
規
程
の
改
正（

ࡐ
ઐ


෦
会
に
関
す
る
定
め
の


আ
）を
行
う
。

東
ト
協
は
７
月
７
日
、
新

宿
区
の
શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
૯

合
会
ؗ
શ
ト
協
ϗ
ー
ル
で
、

令
和
７
年
度「
東
京
都
貨
物

༌
送
評
価
制
度
セ
レ
モ
χ

ー
」
を
開
࠵
し
た
。
ά
リ
ー

ン・Τ
ί
ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト（
̜

̚
̥
）
ࢀ
加
事
業
者
を
対
象

に
実
施
し
た
も
の
。

東
京
都
は
７
月
１
日
、
今

年
度
の
評
価
取
ಘ
事
業
者
は

４
０
２
社
で
、
評
価
別
で
は

「
ࡾ
つ

」
が
70
社
、「
ೋ
つ


」が
１
８
４
社
、「
一
つ

」

が
１
４
８
社
と
発
ද
。

こ
の
う
ち
、
東
ト
協

̜
̚
̥
ࢀ
加
事
業
者
は

３
３
２
社
と
な
り
、
શ

体
の
82
・
６
％
を
占

め
た（
࣍
߸

ʹ
ධ
Ձ
ࣄ
ۀ

ऀ
Ұ
ཡ
Λ
ܝ

ࡌ
）。

の
事
業
者
が
ࢀ
加
し
て
、
業

務
の
ޮ
率
化
や
̘
̤
２
の


減
を
通
じ
て
、
経
Ӧ
の
ຏ
き

上
͛
に
つ
な
͛
て
΄
し
い
。

都
と
し
て
も
શ
力
で
支
ԉ
し

て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
同
ہ
の
中
ౡ
ོ

行
環
境
改
善
෦

が
貨
物
༌

送
評
価
制
度
の
֓
要
や
、
都

の
環
境
施
ࡦ
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

こ
の
ޙ
、
今
年
度
の
評
価

取
ಘ
事
業
者
、お
よ
び
10
年・

５
年
連
続
評
価
取
ಘ
事
業
者

を
発
ද
。
今
年
度
評
価
事
業

者
の
代
ද
と
し
て
、「
ࡾ
つ

東
京
都
は
８
月
29

日
ま
で
、「
東
京
都
運

༌
事
業
者
向
け
೩

ྉ
අ
高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
」

の
支
ԉ
ۚ
ਃ
請
受

を
行

っ
て
い
る
。
令
和
４
・５
・

６
年
度
に
引
き
続
き
、
೩

ྉ
価
֨
高
ಅ
・
高
止
ま
り

の
Ө
ڹ
を
大
き
く
受
け
て

い
る
中
小
貨
物
運
送
事
業

者
な
ど
を
対
象
に
支
ԉ
事

業
を
実
施
す
る
も
の
。

支
ԉ
ۚ
と
し
て
、
都
内

φ
ン
バ
ー
の
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク（

φ
ン
バ
ー
や
ࠇ
φ

ン
バ
ー
）に
対
し
、１
台
当
た

り
定
額（

φ
ン
バ
ー
２
万

３
０
０
０
ԁ
、
ࠇ
φ
ン
バ
ー

８
０
０
０
ԁ
）を
交

す
る
。

対
象
と
な
る
貨
物
運
送

事
業
者
の
要
件

は
、
ᶃ
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
、
特
定
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
お
よ
び
貨

物
ܰ
自
動
車
運
送
事
業
の
い

ず
れ
か
の
ڐ
可
、

ま
た
は
ಧ
出
を
行

っ
て
い
る
こ
と
、

ᶄ
都
内
に
Ӧ
業
ڌ


を
有
す
る
、
中

小
ا
業
基
本
๏
に

規
定
す
る
中
小
貨

物
運
送
事
業
者
で

あ
る
こ
と
、
ᶅ
７

年
６
月
２
日
時


で
事
業
を
継
続
し
て
お
り
、

引
き
続
き
事
業
継
続
の
ҙ
向

が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、車
྆
要
件
と
し
て
、

ᶃ
化
ੴ
೩
ྉ
を

用
し
て
自

ら

行
す
る
自
動
車（
ೋ
ྠ

の
自
動
車
、
ඃ
け
ん
引
車
等

を
আ
く
）、
ᶄ
７
年
４
月
１

日
ま
で
に
東
京
運
༌
支
ہ
等

に
お
い
て
車
྆
の
ొ

・
ݕ

ࠪ
な
ど
が
行
わ
れ
、
車
ݕ
ূ

の
有
ޮ
期
限
満
了
日
が
同
日

以
降
で
あ
る
こ
と
Ổ
Ổ
な
ど

を
満
た
す
車
྆
を
保
有
し
、

事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

支
ԉ
ۚ
の
受

は
、
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ（
Ｈ
̥
）の
Φ
ン

ラ
イ
ン
ਃ
請
ま
た
は
༣
送
で

行
う
。
ਃ
請
に
必
要
な
書
ྨ

な
ど
ৄ
ࡉ
は
、
都
ࢢ

උ
ہ

Ｈ
̥
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
京

都
運
༌
事
業
者
向
け
೩
ྉ
අ

高
ಅ
ۓ
急
対
ࡦ
事
業
支
ԉ
ۚ

事
務
）ہ
ὸ
０
５
０
・
１
７

５
２
・
６
７
５
３
）
受

時

間
／
月
～
ۚ
༵
日
ޕ
前
９
時

～
ޕ
ޙ
�
時（
ॕ
日
を
আ
く
）

理
事
会
で
は
そ
の
ଞ
の
ٞ

題
と
し
て
、
事
業
ঝ
継
に
つ

い
て
の

報
を
ఏ
ڙ
。
東
京


工
会
ٞ
ॴ
東
京
都
事
業
ঝ

継
・
引
継
ぎ
支
ԉ
セ
ン
タ
ー

の
౻
ా
善
ࡾ
セ
ン
タ
ー

が

「
東
京
都
事
業
ঝ
継・引
継
ぎ

支
ԉ
セ
ン
タ
ー
の
׆
動
に
つ

い
て
」と
題
し
て
ߨ
ԋ
し
た
。

６
年
度
の
セ
ン
タ
ー
へ
の

૬
ஊ
件
数
は
約
１
３
０
０
件

で
、
こ
の
う
ち
新
規
が
１
０

６
５
件
、
成
約
件
数
は
１
０

１
件
で
過
去
最
高
。
運
༌
業

の
新
規
૬
ஊ
件
数
は
17
件
、

ৡ
渡
૬
ஊ
は
13
件
、
ৡ
受
૬

ஊ
は
４
件
と
な
っ
た
。
ఇ
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
ࢿ
ྉ
に
よ
る

と
、
運
༌
・

ݿ
業
で
ۙ
い

ক
来（
今
ޙ
５
年
以
内
）に

「
̢
ˍ
̖
に
関
わ
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
ճ

し
た
ا
業

は
32
・
６
％
と
શ
業
種
ト
ッ

ϓ
で
、
さ
ら
に
、
ങ
い
手
の

割
合
が
高
い
と
説
明
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
者

か
ら
の
ৡ
渡
૬
ஊ
を
受
け
、

ొ

民
間
支
ԉ
ػ
関
、
マ
ッ

ν
ン
ά
ί
ー
デ
ỹ
ω
ー
タ

ー
、
̢
ˍ
̖
ϓ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ

ー
マ
ー
を

介・׆
用
す
る
。

ক
来
に
උ
え
た
準
උ
ஈ
֊
か

ら
ച
٫
の
ݕ
౼
ま
で
、
進


度
合
い
に
よ
っ
て
、
対
応
・

支
ԉ
を
進
め
て
い
る
。
ৡ
受

૬
ஊ
も
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、

件
に
合
う
事
業
者
と

の
マ
ッ
ν
ン
ά
が
増
え
、
ଞ

業
種
へ
の
ৡ
渡
も
実
現
し
て

い
る
と
説
明
し
た
。

今
ޙ
は
、
セ
ン
タ
ー
の


報
׆
動
を
通
じ
て
、

く
会

һ
事
業
者
か
ら
の
૬
ஊ
を
受

け
る
な
ど
、
支
ԉ
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
ड़
べ
た
。

౻
ా
氏
は
、
セ
ン

タ
ー
の
׆
動
と
し

て
、
事
業
ঝ
継
の
う

ち
、
従
業
һ
ঝ
継
と

第
３
者
ঝ
継（
̢
ˍ

̖
）の
支
ԉ
を
実
施

し
て
い
る
と
説
明
。

な
お
、
親

内
ঝ
継

に
つ
い
て
は
、
都
内

４
か
ॴ
の
東

ビ
ジ

ω
ス
α
ϙ
ー
ト
デ
ス

ク
で
支
ԉ
を
行
っ
て

い
る
。

評
価
の
事
業
者
代
ද
と
し

て
、ໜ
࿊
運
送（
࿅
馬
支
෦
）・

٢
ా
ѥ
ل
代
ද
取
క

に
対

し
、
中
ౡ
෦

か
ら
５
年
連

続
評
価
認
定
書（
༏
ल
事
業

者
）が
ଃ
ら
れ
た
。

各
त
༩
の
ޙ
、
評
価
取
ಘ

事
業
者
を
代
ද
し
て
、
ࠤ
౻

氏
が「
取
り
組
み
の
評
価
は

ྭ
み
と
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー

も
自
慢
で
き
る
。
今
ޙ
も
ࡾ

つ

に
ஏ
じ
͵
よ
う
Τ
ί
ド

ラ
イ
ブ
に

め
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

最
ޙ
に
、

内
政
司
෭
会

（
環
境
ҕ
һ

）が
ด
会

の
あ
い
さ
つ
を
ड़
べ
た
。


」
評
価
の
ト
ー
Ϥ
ー

Τ
キ
ス
ϓ
レ
ス（
大
ా

支
෦
）・
ࠤ
౻
จ
平
代

ද
取
క

社

に
対

し
、

川
࣍

が
評
価

ূ
明
書
を
त
༩
し
た
。

さ
ら
に
、
10
年
連
続

評
価
の
事
業
者
代
ද
と

し
て
、
౻
ؠ
運
༌（
ߐ

ށ
川
支
෦
）・
加
౻
和


代
ද
取
క

に
対

し
、

川
࣍

か
ら
10

年
連
続
評
価
認
定
書

（
最
༏
ल
事
業
者
）が

त
༩
さ
れ
、５
年
連
続

セ
レ
モ
χ
ー
で
は
ま
ず
、

ਫ

ޭ
会

が
あ
い
さ
つ

し
、「
東
京
都
の
環
境
施
ࡦ

と
と
も
に
、
̜
̚
̥
事
業
を

通
じ
て
貨
物
༌
送
評
価
制
度

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
環

境
ෛ
ՙ
の

減
と
持
続
可
能

な
物
ྲྀ
の
実
現
に
向
け
、
率

先
し
て
行
動
し
て
い
く
べ
き

だ
」と
ड़
べ
た
。

ま
た
、
都
環
境
ہ
の

川

武
ത
࣍

が
来
ෂ
と
し
て
あ

い
さ
つ
。「
さ
ら
な
る
物
ྲྀ
の

ޮ
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

貨
物
༌
送
評
価
制
度
に
多
く

౦
ژ

ト
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ（
ਫ

ޭ
ձ

）

は
７
月
２
日
、৽
॓
۠
の
ژ
Ԧ
ϓ
ϥ
β
ϗ

ς
ϧ
で
令
和
７
年
度
第
２
回
理
事
ձ（
̬

̴
̱
ซ
༻
）を
։
࠵
し
、ධ
ٞ
һ
の
ҕ


を
ߦ
う
と
と

に
、
ࡐ
ઐ

෦
ձ
の
ղ

ࢄ
に
つ
い
て
ঝ
認
し
た
。

ま
た
、ձ
һ
事
業
ऀ

で


と
な
ỳ

て
い
る
事
業
ঝ
ܧ
に
ؔ
す
る

ใ
ఏ
ڙ
を

ߦ
ỳ
た
。


ࡐ
ઐ

෦
ձ
ղ
ࢄ
Λ
ঝ
ೝ

ࣄ
ۀ
ঝ
ܧ


ใ
ఏ
ڙ

̓
ୈ̎ճ 理事会౦τڠ

ՙ
ओ
ا
ۀ

࿑
ಇ

ڥ
վ
ળ
を
ཁ


̔
月
2Ā
日
ま
で
申
請
ड

த

̓  
ӡ༌事業ऀ͚�೩ྉඅߴಅ
�ԉ金ࢧ事業ࡦରٸۓ

ؔӡہɾ౦࿑ہ

౦ژ

τϥοΫɾྲྀ̜ϝϯ
ՙओಛผ対策νʔϜ
߹ಉύτϩʔϧ�

౦�ʮ౦ژۀࣄঝܧɾҾࢧ͗ܧԉηϯλʔʯ׆༻

Ｇ
̚
̥
ࢀ
Ճ
ࣄ
ۀ
ऀ

̏
̏
２
ࣾ
ʹ
ೝ
ఆ
ॻ

「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」

７
年
度
セ
レ
モ
ニ
ー
౦ト協



ୈ1��4号 ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̓ ݄1� （ � ）૯ 合

企画部 事業グループ

ެ
正
取
引
ҕ
һ
会
は
６
月

24
日
、
令
和
６
年
度
の「
ՙ

主
と
物
ྲྀ
事
業
者
と
の
取
引

に
関
す
る
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
ٴ
び
༏

ӽ
的
地
位
の
ཞ
用
事
案
の
処

理
状
況
」
を
ެ
ද
し
た
。
ಠ

占
ې
止
๏
の
物
ྲྀ
特
घ
指
定

に
基
ͮ
き
、
取
引
の
ެ
正
化

に
向
け
て
継
続
的
に
ௐ
ࠪ
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
༏
ӽ

的
地
位
ཞ
用
事
件
タ
ス
ク
ϑ

Ỽ
ー
ス
で
は
ௐ
ࠪ
で
د
せ
ら

れ
た

報
を
׆
用
し
、
取
引

国

交
通
ল
の
７
月
１
日


人
事
ҟ
動
で
、
国

交
通

事
務
࣍

に
ਫ
ౢ
ஐ
氏（
国


交
通
৹
ٞ

）が
ঢ
֨
し
、

国

交
通
৹
ٞ

に
Ԙ
見
ӳ

೭
氏（
૯
合
政
ࡦ
ہ

）が

ब

し
た
。

ま
た
、
大
ਉ



に

ࠇ
ా
ণ
義
氏（
国

政
ࡦ
ہ


）、
૯
合
政
ࡦ
ہ

に


ా
ߒ
ٱ
氏（
物
ྲྀ
・
自
動
車

ہ

）、
国

政
ࡦ
ہ

に

ࠤ
々

正
࢜

氏（
大
ਉ



૯
ׅ
৹
ٞ

ợ
ซ
Ụ
大
ਉ



地
ํ
ࣨ

）、
道
路
ہ


に
۹
ֻ
හ
夫
氏（
大
ਉ



ٕ
ज़
৹
ٞ

）、
物
ྲྀ
・

自
動
車
ہ

に
ੴ
原
大
氏

（
内
ֳ


内
ֳ
৹
ٞ
ợ
内

ֳ


෭


ิ

Ụ）が

そ
れ
ͧ
れ
ब

し
た
。

同
ہ
୲
当
の
大
ਉ


৹

ٞ

ợ
ซ
Ụ
૯
合
政
ࡦ
ہ
大

ਉ


৹
ٞ

ợ
ެ
ڞ
交
通

政
ࡦ
୲
当
Ụに
は
原
ా
म
ޗ

氏（

भ
運
༌
ہ

）が
ब


し
た
。

ਫ
ౢ
ஐ（
み
ず
し
ま
・
さ

と
る
）
ࢯ

昭
和
38
年
生
ま

れ
、
京
都

出
身
。
東
京
大

ֶ
๏
ֶ
෦
ଔ
業
。

昭
和
61
年
運
༌
ল

入
ল
。海
事
ہ

、

మ
道
ہ

、
大
ਉ

国
交
ল
の
７
月
１
日


人
事
ҟ
動
で
、
関
東
運
༌
ہ

࣍

に
ࠤ
౻
ࠀ
จ
氏（
運
༌

૯
合
ݚ
ڀ
ॴ
主

ݚ
ڀ
һ
）、

自
動
車
交
通
෦

に
ࠤ
౻


人
氏（
同
ল
観
光
ி
国
ࡍ
観

光
෦
国
ࡍ
観
光
՝

ิ
ࠤ

ợ
ซ
Ụ
国
ࡍ
観
光
෦
ࢀ
事



）が
ब

し
た
。

ࠤ
౻
ࠀ
จ（
さ
と
う
・
か

つ
;
み
）
ࢯ

昭
和
49
年
生

ま
れ
、
܈
馬
ݝ
出
身
。
東
京

大
ֶ
๏
ֶ
෦
ଔ
。
平
成
９
年

の
ཞ
用
事
案

の
処
理
を
行

っ
て
い
る
。

ެ
取
ҕ
で

は
、
ՙ
主
と

物
ྲྀ
事
業
者

に
対
し
て
、

「
不
当
な
給


内
容
の
変
更
お
よ
び
や
り


し
」「
ՙ

ち
」に
つ
い
て

書
໘
ௐ
ࠪ
を
行
う
と
と
も

に
、
現
下
の
労
務
අ
、
原
ࡐ

ྉ
価
֨
、
Τ
ω
ル
Ϊ
ー
ί
ス

ト
な
ど
の
ί
ス
ト
上
ঢ
分
の

取
引
価
֨
へ
の

映
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
協
ٞ
す
る
こ

と
な
く
取
引
価
֨
を
ਾ
え
置

く
行
為
な
ど
が
ٙ
わ
れ
る
事

案
に
関
し
て
、
ՙ
主
１
０
０

名
へ
の
立
入
ௐ
ࠪ
を
実
施
。

こ
れ
ら
の
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
を
踏

ま
え
、
ಠ
ې
๏
上
の
問
題
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る

ՙ
主
６
４
６
名
に
対
し
、
۩

体
的
な
ݒ
೦
事
߲
を
明
示
し

た
注
ҙ
ש
起
จ
書
を
送

し

た
。注

ҙ
ש
起
し
た
ՙ
主

の
上
位
３
業
種
は
、
多

ࠃ

ަ
௨
ল（
７
月
１
日
）

国

交
通
事
務
࣍
）
国


交
通
৹
ٞ

）
ਫ
ౢ
ஐ
˜

国

交
通
৹
ٞ
）
૯
合
政

ࡦ
ہ

）
Ԙ
見
ӳ
೭
˜
૯
合

政
ࡦ
ہ
（
物
ྲྀ
・
自
動
車

ہ

）

ా
ߒ
ٱ
˜
物
ྲྀ
・

自
動
車
ہ
（
内
ֳ


内

ֳ
৹
ٞ

ợ
内
ֳ


෭



ิ

Ụ）
ੴ
原
大
˜
観
光

ி

）
大
ਉ



）
ଜ

ా
ໜ
थ
˜
大
ਉ


（
国


政
ࡦ
ہ

）
ࠇ
ా
ণ
義
˜

国

政
ࡦ
ہ
（
大
ਉ



૯
ׅ
৹
ٞ

ợ
ซ
Ụ
大
ਉ



地
ํ
ࣨ

）
ࠤ
々

正
࢜


˜
大
ਉ


૯
ׅ
৹
ٞ


ợ
ซ
Ụ
大
ਉ


地
ํ
ࣨ


（
大
ਉ


会
ܭ
՝

）
ઍ

༿
৴
義
˜
中
෦
地
ํ

උ
ہ

（
ਫ
管
理
・
国

保
શ
ہ

Տ
川
ܭ
画
՝

）

本
ً
˜

ۙ
ـ
地
ํ

උ
ہ
（
ਫ
管

理
・
国

保
શ
ہ
ਫ
ࢿ
ݯ

෦

）
ᜊ
౻
ത
೭
˜

भ
地

ํ

උ
ہ
（
大
ਉ



）

֞
下
ఓ
༟

東
北
運
༌
ہ
（
運
༌
૯

合
ݚ
ڀ
ॴ
主
੮
ݚ
ڀ
һ
）
٢

ా
昭
ೋ
˜
ۙ
ـ
運
༌
ہ


（
海
上
保
҆
ி
૯
務
෦

）


෦
真
थ
˜
道
路
ہ
（
大

ਉ


ٕ
ज़
৹
ٞ

）
۹
ֻ

හ
夫
˜
࢛
国
運
༌
ہ
（
国

立
ݚ
ڀ
開
発
๏
人
海
上
・
ߓ


・
ߤ
ۭ
ٕ
ज़
ݚ
ڀ
ॴ
૯
務

෦

）
ా
ଜ
ݦ
༸
˜
都
ࢢ
ہ

（
大
ਉ



地
政
ࡦ
৹

ٞ

）
中
ా
༟
人
˜
中
国
地

ํ

උ
ہ
（
ࡕ
神
国
ࡍ
ߓ


ࣥ
行

һ
෭
社

）
ਿ
中

༸
一
˜
海
事
ہ
（
大
ਉ




）
新
֞
ܚ
ଠ
˜
ߓ

ہ

（
大
ਉ


ٕ
ज़
ࢀ
事


ợ
ߓ

ہ
୲
当
Ụ）
҆
෦
ݡ
˜

北
海
道
ہ
（
大
ਉ


৹

ٞ
ợ
北
海
道
ہ
、ਫ
管
理
・

国

保
શ
ہ
୲
当
Ụ）
ੴ
川

৳
物
ྲྀ
・
自
動
車
ہ
物
ྲྀ
政

ࡦ
՝
（
ॅ

ۚ
༥
支
ԉ
ػ

構
業
務
ا
画
෦

）
∁
ా
ཾ

˜
同
ہ
自
動
車

報
՝
自
動

車
ొ

デ
ジ
タ
ル
化
ਪ
進
ࣨ

（
同
ہ
自
動
車

උ
՝


උ
事
業
指
ಋ

）
ଜ
Ҫ
ষ
ల

˜
同
ہ
貨
物
ྲྀ
通
事
業
՝
貨

物
ྲྀ
通
経
Ӧ
戦
ུ
ࣨ
（
大

ਉ



）
ਫ

真
司
˜
同

ہ
҆
શ
政
ࡦ
՝
（
૯
合
政

ࡦ
ہ

報
政
ࡦ
՝
ݐ
設
経

ࡁ
౷
ܭ
ௐ
ࠪ
ࣨ

）
ླ

健

介
˜
同
ہ
自
動
車

報
՝


（
大
ਉ


૯
務
՝
ا
画

）

ᓎ
Ҫ
ل

˜
同
ہ
車
྆
基

準
・
国
ࡍ
՝
環
境
基
準
ࣨ


（
環
境
ল
ਫ
・
大
ؾ
環
境
ہ

環
境
管
理
՝
環
境
Ԛ
છ
対
ࡦ

ࣨ
ࣨ

ิ
ࠤ
）٢
㟒
ਔ
ࢤ

ؔ
౦
ӡ
༌
）ہ
７
月
１
日
）

࣍
（
運
༌
૯
合
ݚ
ڀ
ॴ

主

ݚ
ڀ
һ
）
ࠤ
౻
ࠀ
จ
˜

大
ਉ


（
交
通
政
ࡦ
෦


）
མ
合
༟
史
˜
交
通
政
ࡦ

෦
（
自
動
車
交
通
෦

）


ਧ
ঘ
子
˜
自
動
車
交
通
෦

（
観
光
ி
国
ࡍ
観
光
෦
国

ࡍ
観
光
՝

ิ
ࠤ
）
ࠤ
౻


人




、
మ
道
ݐ
設
・
運
༌

施
設

උ
支
ԉ
ػ
構
෭
理
事


、
国

交
通
৹
ٞ

を
歴

大
ֶ
大
ֶ
Ӄ
ެ
ڞ
政
ࡦ
ֶ
ڭ

育
෦
ଔ
。
平
成
22
年
国
交
ল

入
ল
。
同
ল
不
動
࢈
・
ݐ
設

経
ࡁ
ہ
不
動
࢈
業
՝

ิ

ࠤ
、
外
務
ল
在
χ
ュ
ー
Ϥ
ー

ク
日
本
国
૯
ྖ
事
ؗ
経
ࡁ

෦

、
同
ল
観
光
ி
国
ࡍ
観

光
෦
国
ࡍ
観
光
՝

ิ
ࠤ

ợ
ซ
Ụ
国
ࡍ
観
光
෦
ࢀ
事



を
歴

。


。ੴ

ݪ
େ（
い
し
は
ら
・
だ

い
ࢯ（

昭
和
43
年
生
ま
れ
、

神
ಸ
川
ݝ
出
身
。
東
京
大
ֶ

๏
ֶ
෦
ଔ
業
。
平
成
４
年
運

༌
ল
入
ল
。
大
ਉ


৹
ٞ


ợ
మ
道
ہ
୲
当
Ụ、同
ެ
ڞ

運
༌
ল
入
ল
。
同
ল
観
光
ி

国
ࡍ
観
光
෦
ࢀ
事

、
海
事

ہ
ધ
һ
政
ࡦ
՝

、
運
༌
૯

合
ݚ
ڀ
ॴ
主

ݚ
ڀ
һ（
国

ࡍ
୲
当
）を
歴

。

ࠤ
౻

ਓ（
さ
と
う
・
な

お
ひ
と
）
ࢯ

昭
和
60
年
生

ま
れ
、
新
ׁ
ݝ
出
身
。
東
京

国

交
通
ল
と
経

ࡁ
࢈
業
ল
は
、
令
和

７
年
度
の
物
ྲྀ
パ
ー

ト
φ
ー
シ
ッ
ϓ
༏
ྑ

事
業
者
を
ื
ू
し
て

い
る
。
ื
ू
期
間
は

８
月
19
日
ま
で
。

応
ื
ࢿ
֨
は
、
ՙ

主
・
物
ྲྀ
事
業
者
な

ど
複
数
事
業
者
、
ஂ

体
間
の
パ
ー
ト
φ
ー
シ
ッ
ϓ

に
よ
り
実
施
す
る
物
ྲྀ
の
改

善
ํ
ࡦ
を
通
じ
て
、
̘
̤
２

ഉ
出
量

減
な
ど
の
環

境
ෛ
ՙ

減
や
、
物
ྲྀ

̙
̭
・
物
ྲྀ
標
準
化
の

ਪ
進
な
ど
に
よ
る
持
続

可
能
な
物
ྲྀ
体
ܥ
の
構

ங
を
実
現
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
た
事
業
者
が

対
象
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
特
に

ݦ
著
な
ޭ

の
あ
っ
た

事
業
者
を
ද
জ
す
る
。

大

と
し
て
国
交
大
ਉ
と

経
࢈
大
ਉ
各
ද
জ
、
෦



（
ہ

ڃ
ද
জ
）と
し
て
物

ྲྀ
̙
̭
・
標
準
化
、
物
ྲྀ
構

造
改
ֵ
、
ڧ
ᯰ
・
持
続
可
能

の
各
ද
জ
の
΄
か
、
環
境
໘

や
生
࢈
性
向
上
໘
で
特
に
༏

れ
た
取
り
組
み
や
、
Ϣ
χ
ー

ク
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
取

り
組
み
を
実
施
し
た
事
業
者

に
、
ά
リ
ー
ン
物
ྲྀ
パ
ー
ト

φ
ー
シ
ッ
ϓ
会
ٞ
特
別

が

ଃ
ら
れ
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ά
リ
ー
ン
物
ྲྀ

パ
ー
ト
φ
ー
シ
ッ
ϓ
会
ٞ
の

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

当
日
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
物

ྲྀ
事
業
者
が
ෛ
୲
し
た
車
྆

の
手

に
要
し
た
අ
用
を
支


わ
な
か
っ
た
」「
朝
か
ら
の

ੵ
ࠐ
時
間
を
自
社
の
都
合

で
、
౸
ண
時
間
を
変
更
し
な

い
ま
ま
ன
か
ら
に
変
更
し
た

が
、
そ
の
変
更
に

い

物
ྲྀ
事
業
者
が
ෛ
୲
し

た

加
අ
用
を
支

わ
な
か

っ
た
」な
ど
を
ڍ
͛
て
い
る
。

༏
ӽ
的
地
位
の
ཞ
用
事
案

に
つ
い
て
は
、
１
件
の
๏
的

ા
置
、
１
件
の
ܯ
告
、
29
件

の
注
ҙ
を
行
っ
た
。
注
ҙ
対

象
の
行
為
ྨ
ܕ
で
は
、「
ങ

い
た
た
き
」が
最
も
多
い
。

い
順
に「
協
同
組
合
」「
ҿ
食

ྉ
品
Է
ച
業
」「
ݐ
ங
ࡐ
ྉ
、

߭
物
・
ۚ
ଐ
ࡐ
ྉ
等
Է
ച

業
」。
ま
た
、
行
動
ྨ
ܕ
別

に
み
る
と
、「
不
当
な
給


内
容
の
変
更
お
よ
び
や
り


し
」（
શ
体
の
53
・
４
％
）が

最
も
多
く
、
こ
の
う
ち
ՙ


ち
に
関
す
る
も
の
が
49
・
８

％
と
શ
体
の
約

数
を
占

め
て
い
る
。
࣍
い
で
、「
代

ۚ
の
支


Ԇ
」（
同
15
・

８
％
）、「
ങ
い
た
た
き
」（
同

12
・
９
％
）、「
不
当
な
経
ࡁ

上
の
利
ӹ
の
ఏ
ڙ
要
請
」（
同

７
・
９
％
）と
な
っ
て
い
る
。

主
な
事
例
と
し
て
は
、
ՙ

主
が
、「
定
期
ศ
と
し
て
発

注
し
た
運
送
業
務
を
ू

送

交
通
・
物
ྲྀ
政
ࡦ
৹
ٞ

、

同
ެ
ڞ
交
通
政
ࡦ
৹
ٞ

、

内
ֳ


内
ֳ
৹
ٞ

ợ
内

ֳ


෭


ิ

Ụ（
໋
）

内
ֳ


新
し
い
地
ํ
経

ࡁ
・
生
׆
環
境

生
本
෦
事

務
ہ
࣍

を
歴


ਫౢࢯ

ੴࢯݪ

ࢯ文ࠀ౻ࠤ

ࢯਓ౻ࠤ

国
交
事
務
次
官
に
水
嶋
氏

ੴ
ݪ
ࢯ
͕

ྲྀ
ɾ
ࣗ
ಈ
ं
ہ
ؔ

ӡ
ہ
࣍

ʹ
ࠤ
౻
ࠀ
จ
ࢯ

ࣗ
ಈ
ं
ަ
௨
෦

ʹ
ࠤ
౻

ਓ
ࢯ

ՙ
ओ
̒
̐
̒
໊
ʹ

ҙ
ש
ى
จ
ॻ
を
ૹ


ՙ

ͪ
͕
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ศ
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
国
交
ল
の「


ศ

等
取
ѻ
ݸ
数
の
ਪ
Ҡ
」
に
よ

る
と
、
令
和
５
年
度
の
取
ѻ

ݸ
数
は
50
億
７
３
３
万
ݸ
に

上
り
、
前
年
度
比
１
４
５
万

）ݸ
約
０
・
３
％
）の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は



ศ
運

を
国
交
ল
に
ಧ
け

出
て
い
る
22
ศ
の

ҙ
の
報

告
を
ू
ܭ
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら


ศ
と
は
別

に
、
大
手
ω
ッ
ト
通
ൢ
会
社

な
ど
は
ಠ
自
の


ω
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
ங
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
自
家

送

で



さ
れ
て
い
る
ݸ
数
は
、
国
交

ল
の


ศ
取
ѻ
ݸ
数
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
自
家


送
の
ݸ
数
に
つ
い
て
の
ू
ܭ

は
な
い
た
め
不
明
だ
が
、
か

き
だ
。
時
間
を
か
け
て「



Ϙ
ッ
ク
ス
」
の
ී
ٴ
に


め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ށ
ݐ
て
ॅ

や
ू
合
ॅ

を

問
わ
ず
、
༣
ศ
受
け
は
一
ށ

に
１
つ
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
。
は
が
き
や
手
ࢴ
と

い
っ
た
৴
書
も
対
໘
手
渡
し

で
は
な
く
、
再

達
も
な
い

が
、
ト
ラ
ブ
ル
は
΄
と
ん
ど

な
い
。
؆
қ
書
ཹ
や
書
ཹ
な

ど
の
受
ྖ
α
イ
ン
が
必
要
な

༣
ศ
物
に
は
、
特
別
ྉ
ۚ
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。



は
、
今
や
日
本
人
の

生
׆
の
一
෦
で
あ
る
。
時
間

を
か
け
て
で
も
、
一
ށ
に
１

つ


Ϙ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
新
し

い
日
本
社
会
の「
標
準
」
化

を
目
指
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（

ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ


ా

࢜

）

な
り
の
ݸ
数
が


さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ծ
に


ݸ
数
の
10
％
が

再

達
さ
れ
て
い
る
と
Ծ
定

す
れ
ば
、
୯
純
ܭ
ࢉ
で
は
10

人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
可
能
な

仕
事
を
、
11
人
で
行
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

自
家


も
含
め
て
再

達

の

減
は
、「
２
０
２
４
年

問
題
」
の
解
決
に
も
重
要
な

՝
題
で
あ
る
。

再

達

減
の
ํ
ࡦ
の
１

つ
が「
置
き

」
で
あ
る
。

標
準


ศ
運
送
約

で

「
置
き

」
が
標
準
化
さ
れ

れ
ば
、

ศ（
22
ศ
）以
外

の
自
家


も
、
そ
れ
に
準

ڌ
し
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る（
実
ࡍ
に
は
自
家


の

ํ
が
、「
置
き

」の
比
率
が

一
番
の
՝
題
は
౪
難
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
い
か
に


え
る
か
、
そ
し
て
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
の


の
ॴ
在
や
ิ

償
な
ど
の
あ
り
ํ
で
あ
る
。

「
置
き

」に
関
し
て
、ト

ラ
ブ
ル
発
生
率
に
つ
い
て
の

ެ
的
な
౷
ܭ
は
な
い
。
各
ω

ッ
ト
通
ൢ
会
社
は
、
自
社
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
数

を

持
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
ެ

ද
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
置
き

」の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
の
ワ

イ
ド
シ
ἀ
ー
で
֨

の
テ
ー

マ
だ
が
、
番
組
自
体
が
ω
ッ

ト
通
ൢ
会
社
か
ら
の

告
ऩ

入
に
ґ
存
し
て
い
る
໘
も
あ

り
、
ੵ
極
的
に
報
じ
よ
う
と

は
し
な
い
。

従
っ
て
、「
置
き

」を
標

準
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
実
態
ௐ
ࠪ
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て

ト
ラ
ブ
ル
防
止
ࡦ
と
し
て
、

確
実
に「
置
き

」
し
た
こ

と
を
画
૾
な
ど
で
ূ
明
し
、

受
取
人
へ
の
通

シ
ス
テ
Ϝ

も
ซ
せ
て
標
準
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
ω
ッ
ト
通
ൢ
会
社

の
中
に
は
、
す
で
に
受
取
人

へ
の

送
確
認
と
送
৴
を
ಋ

入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
Ϝ

を
標
準
化
し
、
શ
て
の「
置

き

」
に
対
し
て
必
須

件

に
す
る
の
で
あ
る
。

࣍
に
、
౪
難
、
Ӎ
ఱ
時
な

ど
に
よ
る
ՙ
物
の
ഁ
損
リ
ス

ク
や
、
カ
ラ
ス
な
ど
動
物
に

よ
る
ඃ
害
、
ޡ

な
ど
、


定
で
き
る
い
く
つ
か
の
ト
ラ

ブ
ル
を
パ
タ
ー
ン
͝
と
に



の
ॴ
在
の

அ
基
準
を
決

め
て
、
そ
れ
ͧ
れ
の
ト
ラ
ブ

ル
に
応
じ
た
保
険
な
ど
の
保

ূ
制
度
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

だ
が
、「
置
き

」は
あ
く

ま
で

定
的
な
ા
置
と
す
べ

高
い
も
の
と
ਪ
ଌ
さ
れ
る
）。

し
か
し
、「
置
き

」を
標

準
化
す
る
に
は
い
く
つ
か
の

ݕ
౼
す
べ
き
՝
題
が
あ
る
。

受取の新たなシステムが必要

望まれる宅配ボックスの普及

「
置
き
配
」
標
準
化
へ
検
討
を
開
始

国

交
通
ল
は
、
令
和
７

年
度「
ඃ
害
者
保
護
増
進
等

事
業
අ
ิ
助
（ۚ
自
動
車
運

送
事
業
の
҆
શ
૯
合
対
ࡦ
事

業
）」に
お
い
て
、先
進
҆
શ

自
動
車（
̖
Ｓ
̫
）の
ಋ
入

経
අ
の
ิ
助
を
実
施
す
る
。

こ
れ
に

い
、
ࣥ
行
ஂ
体

環
境
ল
の
令
和
７
年
度

「
ೋ
ࢎ
化

ૉ
ഉ
出

制
対

ࡦ
事
業
අ
等
ิ
助
ۚ
」（
環
境


ྀ
ܕ
先
進
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
ಋ
入
加

事
業
）に
つ
い

て
、
ࣥ
行
ஂ
体
の
北
海
道
環

境
ࡒ
ஂ
は
７
月
１
日
か
ら
ެ

ื
を
行
っ
て
い
る
。
ਃ
請
受


期
間
は
８
年
１
月
30
日
ޕ

ޙ
６
時
ま
で（
必
ண
）。

対
象
事
業
者
は
、
ト
ラ
ッ

ク
を
事
業
の
用
に
ڙ
す
る

者
、
お
よ
び
当
֘
事
業
者
に

リ
ー
ス
す
る
事
業
者
。
対
象

車
྆
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

自
動
車
と
同
ク
ラ
ス

の
標
準
的
೩
අ
基
準

自
動
車
と
の
価
֨
の

差
額
の
２
分
の
１
。

ਃ
請
台
数
は
、
１
事
業
者
当

た
り
の
上
限
は
30
台
。

な
お
、
༧
ࢉ
残
額
を
超
え

る
ਃ
請
が
あ
っ
た
場
合
、
書

経
ࡁ
࢈
業
ল
ࢿ
ݯ

Τ
ω
ル
Ϊ
ー
ி
は
国


交
通
ল
と
の
連
ܞ

事
業
と
し
て
、
令
和

７
年
度「
運
༌
෦


Τ
ω
ル
Ϊ
ー

用
合

理
化
・
ඇ
化
ੴ
Τ
ω

ル
Ϊ
ー
転

ਪ
進
事

業
අ
ิ
助
（ۚ
ト
ラ

ッ
ク
༌
送
ল
Τ
ω
化

ਪ
進
事
業
）」
の
ެ

ื
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
に

い
、
ト

ラ
ッ
ク
༌
送
ল
Τ
ω

化
ਪ
進
事
業
事
務
ہ

（
パ
シ
ϑ
ỹ
ッ
ク
ί

ン
α
ル
タ
ン
ツ
と
パ

シ
ϑ
ỹ
ッ
ク
リ
ϓ
ロ

α
ー
ビ
ス
の
ڞ
同
事

業
）が
２
࣍
に
わ
た

り
ਃ
請
受

を
行
う
。

／
ิ
助
率（
上
限
額
・
上
限

台
数
）は
࣍、
の
通
り
。

ᶃ
車
྆
動
態
管
理
シ
ス
テ

Ϝ
／
２
分
の
１
以
内（
14
万

ԁ
、30
台
）

ᶄ
༧
約
受

シ
ス
テ
Ϝ
な

ど
／
２
分
の
１
以
内（
４
０

０
０
万
ԁ
、
た
だ
し
パ
レ
タ

イ
ζ
シ
ス
テ
Ϝ
は
５
０
０
０

万
ԁ
）

ᶅ

車
ܭ
画
シ
ス
テ
Ϝ
／

２
分
の
１
以
内（
４
０
０
０

万
ԁ
）

ᶆ
̖
̞
・
̞
̾
̩
に
よ
る

シ
ス
テ
Ϝ
連
ܞ
ツ
ー
ル
／
２

分
の
１
以
内（
５
０
０
０
万

ԁ
）

の
日
本
自
動
車
༌
送
ٕ
ज़
協

会（
Ｊ
̖
̩
̖
）が
６
月
30

日
か
ら
８
年
１
月
30
日
ޕ
ޙ

５
時
ま
で
、
ิ
助
ਃ
請
の
受


を
行
っ
て
い
る
。

対
象
事
業
者
は
、
一
般
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
な
ど
の

中
小
ا
業
者
お
よ
び
リ
ー
ス

車（
Ｈ
̫
）や
ఱ
વ
Ψ
ス
自

動
車（
Ｎ
̜
̫
）で
、同
ࡒ
ஂ

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
Ｈ
̥
）に

事
前
ొ

さ
れ
た
車
྆
。

要
件
は
、
通
ৗ
ਃ
請（
ߪ

入
前
に
ਃ
請
）の
場
合
は
７

年
４
月
１
日
～
８
年
２
月
27

日
に
新
車
新
規
ొ

す
る
車

（྆
実

ਃ
請ợ
ߪ
入
ޙ
に
ਃ

請
Ụの
場
合
は
、
８
年
１
月

30
日
ま
で
に
新
規
ొ

し
た

車
྆
）。

ิ
助
基
準
額
は
、
ิ
助
対

象
と
な
る
環
境

ྀ
ܕ
先
進

ྨ
৹
ࠪ
ޙ
、
ந
બ
な
ど
に
よ

り
、
ิ
助
事
業
者
を
決
定
す

る
。ਃ

請
ํ
๏
は
、
国
の
ి
子

ਃ
請
シ
ス
テ
Ϝ「
Ｊ
ά
ラ
ン

ツ
」ま
た
は
̚
メ
ー
ル
な
ど
。

ৄ
ࡉ
は
、
同
ࡒ
ஂ
Ｈ
̥
を

ࢀ
র
。

事
業
者
。
各

置
は
い
ず
れ

も
４
月
１
日
か
ら
８
年
１
月

30
日
ま
で
に
新
車
新
規
ొ


さ
れ
た
車
྆
で
あ
る
こ
と

（
割
ො
ൢ
ച
に
よ
る
ॴ
有
ݖ

ཹ
保
は
不
可
）。
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
に
対
す
る
ิ
助
内
容

は
࣍、
の
通
り
。

˕
̖
Ｓ
̫
ಋ
入
支
ԉ

ợ
ิ
助
率
Ụ２
分
の
１

ợ
対
象

置
／
限
度
額
Ụ

ᶃ
ি
突
ඃ
害
ܰ
減
ブ
レ
ー

キ（
歩
行
者
ݕ

ػ
能

き
）

／
10
万
ԁ

ᶄ
車
間
ڑ

制
ޚ

置
ʴ

車
線
維
持
支
ԉ
制
ޚ

置
／

10
万
ԁ

ᶅ
ド
ラ
イ
バ
ー
ҟ
ৗ
時
対

応
シ
ス
テ
Ϝ
／
10
万
ԁ

ᶆ
先
進
ラ
イ
ト
／
10
万
ԁ

ᶇ
ଆ
ํ
ি
突
ܯ
報

置
／

શ
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
の
求
ՙ
求
車

報
ω
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
Ｋ
̞
̩
の

成
約
運

指
数
に
よ
る
と
、

６
月
の
指
数
は
１
３
１
で
、

前
月
よ
り
４
⻲
減
少
す

る
一
ํ
、
前
年
同
月
を

３
⻲
上
ճ
っ
た
。

成
約
運

指
数
が
令

和
３
年
７
月
以
降
、
前
年
同

月
比
で
上
ঢ
す
る
状
況
が
続

い
て
い
る
。

ՙ
物

報（
求
車
）
ొ


件
数
は
８
万
４
４
２
４
件

で
、
前
年
同
月
比
17
・
８
％

減
少
。
成
約
率
は
26
・
１
％

で
同
３
・
６
⻲
増
加
し
た
。

ᶇ
μ
ブ
ル
連
݁
ト
ラ
ッ
ク

／
２
分
の
１
以
内（
１
０
０

０
万
ԁ
、10
台
）

ᶈ
ス
ワ
ッ
ϓ
Ϙ
デ
ỹ
ί
ン

テ
φ
車
྆
／
２
分
の
１
以
内

（
１
０
０
０
万
ԁ
、10
台
）

な
お
、
ඇ
化
ੴ
ト
ラ
ッ
ク

や
ল
Τ
ω
๏
に
基
ͮ
く
自
動

車
೩
අ
目
標
基
準（
２
０
２

５
年
度
目
標
）を
満
た
す
ト

ラ
ッ
ク
は
༏
۰
ા
置
の
対
象

と
し
、
ᶃ
車
྆
動
態
管
理
シ

ス
テ
Ϝ
ಋ
入
の
上
限

を
֦

大
し
、
最
大
60
台
ま
で
ิ
助

す
る
。

ެ
ื
要
ྖ
な
ど
ৄ
ࡉ
は
、

ト
ラ
ッ
ク
༌
送
ল
Τ
ω
化
ਪ

進
事
業
事
務
ہ
の
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

５
万
ԁ

ᶈ
ޙ
ଆ
ํ

ۙ
車
྆
注
ҙ

ש
起

置
／
５
万
ԁ

ᶉ
ア
ル
ί
ー
ル
・
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
ク
／
10
万
ԁ

ᶊ
事
ނ
自
動
通
報
シ
ス
テ

Ϝ
／
ޙ

け
以
外
５
万
ԁ
、

ޙ

け
３
万
ԁ

ᶋ
車
ྠ

མ
༧
ஹ
ݕ



置
／
５
万
ԁ

ᶌ
道
路
標
識
注
ҙ
ש
起


置
／
３
万
ԁ

˞
ᶃ
ᶈ
は
車
྆
૯
重
量

３
・
５
Ἁ
超
、
ᶇ
は
３
・
５

Ἁ
超
８
Ἁ
以
下
、
ᶋ
は
８
Ἁ

以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
が
対
象

ਃ
請
受

は
、Ｊ
̖
̩
̖

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ（
Ｈ
̥
）の

ਃ
請
シ
ス
テ
Ϝ
か
ら
行
う
。

ৄ
ࡉ
は
Ｊ
̖
̩
̖
ま
た
は
国

交
ল
Ｈ
̥
を
ࢀ
র
。

受

期
間
は
、
１
࣍
ެ
ื

が
７
月
４
日
ޕ
ޙ
２
時
～
14

日
ޕ
ޙ
４
時
ま
で
、
２
࣍
ެ

ื
が
７
月
28
日
ޕ
ޙ
２
時
～

８
月
８
日
ޕ
ޙ
４
時
ま
で
。

同
事
業
は
、
ト
ラ
ッ
ク
事

業
者
と
ՙ
主
な
ど
が
連
ܞ
し

て
取
り
組
む
こ
と
を
要
件
と

し
て
、
車
྆
動
態
管
理
シ
ス

テ
Ϝ
な
ど
̖
̞
・
̞
̾
̩
に

よ
る
シ
ス
テ
Ϝ
連
ܞ
ツ
ー
ル

の
ಋ
入
や
、
μ
ブ
ル
連
݁
ト

ラ
ッ
ク
お
よ
び
ス
ワ
ッ
ϓ
Ϙ

デ
ỹ
ί
ン
テ
φ
車
྆
の
ಋ
入

に
要
す
る
経
අ
の
一
෦
を
支

ԉ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
༌
送

ޮ
率
化
を
通
じ
た
Τ
ω
ル
Ϊ

ー
消
අ
量
の

減
ޮ
Ռ
を
実

ূ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。

ิ
助
対
象

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
༌
ૹ
ͷ
ল
Τ
ω
Խ


ࣄ
ނ

ࢭ
ͱ
҆
શ
ੑ

্


̖
̨
̫
ಋ
ೖ
な
Ͳ
ʹ
ิ
ॿ

লަࠃ
̓

̖̞ ɾ̞ ̩̾ γεςϜπʔϧಋೖにิॿΤωி
লަࠃ

ड


期
ؒ

̔
年
̍
月
ú0
日
ま
で

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

̒
݄

̍
̏
̍
ʹ

લ

ൺ
̏
⻲
্
ঢ

全 ト 協
՟協࿈

লڥ
̓

Ｈ
Ｖ
・
Ｎ
Ｇ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク

価
格
差
２
分
の
１
を
補
助



ୈ1��4号 ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̓ ݄1� ڠ（ � ） 会

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
交
通

Ҩ
児
等
助
成
ࡒ
ஂ
に
、
࣍
の

ํ
々
か
ら
د
ෟ
が
あ
り
ま
し

た
。˖

શ
日
本
運
༌
࢈
業
労
働

組
合
東
京
都
連
合
会
ợ
運
༌

労
連
東
京
Ụ（


྄
ࣥ
行
ҕ

һ

）
ử
写
真
は
山
㟒
正
ઐ

務
理
事
か
ら
ײ
ँ
状
を
ଃ
ఄ

さ
れ
る


氏
᷁
と
福
ా
߶

史
タ
ー
ϛ
φ
ル
ڞ
ಆ
会
ٞ
ٞ


ᶾ

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
ア
イ・Τ
ス・

ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ử

多
ຎ
܊

ਸ਼
ึ
ொ
ശ
ࠜ
ἃ
࡚
東
দ
原
12

の
７
˜
ὸ
０
４
２・５
６
８・

１
５
１
１
˜
一
般
貨
物
運
送

（
ී
通
車
10
台
）、利
用
運
送

øý


正
෭
会

会
˜
通
ৗ

૯
会

øþ


東
京
運
༌
支
ہ
・
֗

಄
ݕ
ࠪ
に
協
力
˜
ϑ
ỻ
ス

タ
̩
̤
Ｋ
̮
̤
２
０
２
５

実
行
ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト
ワ
ー

キ
ン
ά
ά
ル
ー
ϓ
会
ٞ

øĀ


̜
マ
ー
ク
事
前
૬
ஊ

øý

 

13
時
ử
ト
ラ
ッ
ク

ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤
Ｋ
̮
̤
２

０
２
５
出
ల
ا
業
・
ஂ
体

説
明
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

˝
14
時
ử
同
支
෦
説
明

会（
同
）
˝
14
時
30
分
ử

ঁ
性
෦
正
෭
本
෦

会
ٞ

（
同
）
˝
15
時
30
分
ử
同

װ
事
会（
同
／
̬
̴
̱
ซ

用
）
˝
17
時
ử
ࡾ
組
৫
連

བྷ
会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

øÿ

 

10
時
30
分
ử
物
ྲྀ

経
Ӧ
࢜
՝
程
自
社
ܭ
画
の

発
ද
と
ߨ
評（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）

øĀ



８
時
50
分
ử
運
行

管
理
者
ࢼ
験
事
前
ߨ
श
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

ừ
̒
݄
16
Ỗ
30

Ử

ừ
̓
݄
16
Ỗ
31

Ử

ùÿ

 

14
時
ử
タ
ン
ク
ト

ラ
ッ
ク
ઐ

෦
会
通
ৗ
૯

会（
東
武
ϗ
テ
ル
レ
バ
ン

ト
東
京
）

ùĀ
日
 

14
時
ử
మ
߯
ઐ


෦
会
҆
શ
環
境
ҕ
һ
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
／
̬
̴

̱
ซ
用
）

会
˜
引
ӽ
ઐ

෦
会
引
ӽ

基
本
ߨ
श

ù÷


生
ί
ン
ઐ

෦
会
通

ৗ
૯
会

ùû


出
൛
・
印

・

本
・

取
࣍
ઐ

෦
会
通
ৗ
૯
会

ùü


食
ྉ
・
ञ
ྨ
ҿ
ྉ
ઐ


෦
会
通
ৗ
૯
会
˜
同
ҙ

見
交

会

ùý


引
ӽ
ઐ

෦
会
引
ӽ

管
理
者
ߨ
श

ùþ


ঁ
性
෦
正
෭
本
෦


会
ٞ

東
ト
協
北
支
෦（
北
ᖒ
૱

支
෦

）は
６
月
21
日
、
北

区
立
༄
ా
小
ֶ
ߍ
で
、
Ԧ
子

ܯ

ॺ
の
協
力
に
よ
り
、
令

和
７
年
度「
ト
ラ
ッ

ク
交
通
҆
શ
ڭ
ࣨ
」

を
開
࠵
し
、
今
年
４

月
に
入
ֶ
し
た
ば
か

り
の
新
１
年
生
と
、

そ
の
保
護
者
な
ど
が

ࢀ
加
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、

北
ᖒ
支
෦

が
あ
い

さ
つ
し
、「
ト
ラ
ッ
ク

の
こ
と
を
も
っ
と


っ
て
も
ら
い
、
交
通

҆
શ
に
つ
い
て
ษ
ڧ
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
交
通
事
ނ
に

ૺ
わ
な
い
よ
う
に
、
ؾ
を
つ

け
る
こ
と
な
ど
、
し
っ
か
り

と
ֶ
ん
で
΄
し
い
」
と
交
通

҆
શ
の
取
り
組
み
を
ݺ
び
か

け
た
。

交
通
҆
શ
ڭ
ࣨ
は
、
同
支

෦
会
һ
事
業
者
の
小
）ܕ
２

Ἁ
車
）・
中
）ܕ
８
Ἁ

イ
ン

ά
車
）・
大
）ܕ
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
）ト
ラ
ッ
ク
を
ߍ
ఉ
内

で

用
。児
童
の
前
で
中
・ܕ

小
ܕ
車
の

イ
ン
カ
ー
や
バ

ッ
ク
ブ
β
ー
に
よ
る
合
ਤ
に

つ
い
て
説
明
。

区
内
の
小
ֶ
生
を
見
守
る
ֶ

童
༴
護
һ
が
、
交
通
҆
શ
׆

動
中
に
ண
用
で
き
る
ྫྷ
٫
ϑ

Ỹ
ン

き
ϕ
ス
ト
63
ண
を
د

ଃ
し
た
。こ
れ
に

い
同
日
、

൘
橋
区

ॴ
の
同
区
ڭ
育
ҕ

һ
会
ࣨ
で
د
ଃ
ࣜ
が
行
わ

れ
、

地
੨
年
෦

が

প

๛
ڭ
育

に
ϕ
ス
ト
を
手
渡

し
た
。
ま
た
、
د
ଃ
に
対
し

て

প
ڭ
育

か
ら
ײ
ँ
状

が
ଃ
ఄ
さ
れ
た
。

同
支
෦
੨
年
෦
は
、
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
交
通
Ҩ
児
等
助

ま
た
、
交
差

を

定
し

た
中
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
左

ં
時
の
注
ҙ

を

介
。
交

差

で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
顔
が

見
え
る
位
置
と
見
え
な
い
位

置
を
体
ײ
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に

は
死
֯
が
存
在
す
る

こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。ま
た
、

交
差

通
過
時
に
は

前
ྠ
と
ޙ
ྠ
の
ي
道

が
違
う
内
ྠ
差
を
実

ԋ
し
、
交
差

で
の


ػ
位
置
に
ؾ
を
つ

け
、
必
ず
ド
ラ
イ
バ

ー
の
顔
を
見
て
か
ら

渡
る
よ
う
ݺ
び
か
け

た
。

そ
の
ޙ
、
児
童
た
ち
が
各

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
੮
に
࠲

り
、
改
め
て
ド
ラ
イ
バ
ー
ࢹ


か
ら
死
֯
の
ൣ
ғ
な
ど
を

確
認
。
ま
た
、

イ
ン
ά
車

を
ۦ
動
し
、
ϕ

ス
ト
内
の
外
ؾ

を
॥
環
さ
せ
、


が
ৠ
発
す
る

の
ՙ
台
に
上
が
り
、
ト
ラ
ッ

ク
の
ՙ
台
で
༡
ぶ
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
大
き
さ
を
体
験

し
た
΄
か
、
Ԧ
子
ܯ

ॺ
の

パ
ト
カ
ー
・
ന
バ
イ
に
も
体

験
乗
車
し
た
。

交
通
҆
શ
ڭ
ࣨ
に
ࢀ
加
し

た
児
童
た
ち
に
は
支
෦
か
ら

の
ϓ
レ
θ
ン
ト
と
し
て
、
代

ද
の
児
童
に
ϊ
ϕ
ル
テ
ỹ
を

手
渡
し
た
。

な
お
、交
通
҆
શ
ڭ
ࣨ
は
、

東
ト
協
と
ܯ
ࢹ
ி
交
通
෦
に

よ
る「
い
っ
し
Ỷ
に
҆
શ
！
」

キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
、
ຖ
年
実
施
し
て
い
る
も

の
。
新
入
生
が
ֶ
ߍ
生
׆
に

も
׳
れ
、
Ն
休
み
を
来
月
に

߇
え
、
ؾ
持
ち
が
མ
ち
ண
か

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年

は
ॵ
さ
対
ࡦ
の
も
と
、
児
童

と
保
護
者
に
交
通
҆
શ
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。

པ
し
、
ί
ラ
Ϙ
レ
ー
シ
ἀ
ン

が
実
現
し
た
。

د
ଃ
ࣜ
ޙ
、
関
係
者
ら
に

よ
る
࠙
ஊ
が
行
わ
れ
、
൘
橋

支
෦
੨
年
෦
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
ࡢ
年
の
能
ొ


ౡ
地

発
生
時
に
は
、
支
෦

会
һ
か
ら
ٹ
ԉ
物
ࢿ
༌
送
に

出
動
し
た
こ
と
な
ど
へ
の
ײ

東
ト
協（
東
京
都
貨
物
自

動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施

ػ
関
）は
６
月
25
日
ޕ
ޙ
と

26
日
ޕ
前
の
２
ճ
、
東
ト
૯

合
会
ؗ
で
、令
和
７
年
度「
८

ճ
指
ಋ
に
係
る
ݚ
म
会
」
を

開
࠵
し
た
。

今
年
度
の
҆
શ
性
評
価
事

業（
̜
マ
ー
ク
制
度
）で
、新

規
・
更
新（
̖
・
̗
ํ
ࣜ
）

ਃ
請
༧
定
事
業
者
や
、
८
ճ

東
ト
協
ロ
ジ
ス
テ
ỹ
ク
ス

ݚ
ڀ
会（
٢
本

一
本
෦

）

は
６
月
12
日
、
東
ト
૯
合
会

ؗ
で
、
ロ
ジ
ݚ
セ
ϛ
φ
ー
を

開
࠵
し
、
ࡾ
組
৫
メ
ン
バ
ー

が
ࢀ
加
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、
٢
本
本

෦

が
、「
最
ۙ
の
̖
̞
が

こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
違
う

と
い
う
こ
と
を
、
ָ
し
く
ڭ

え
て
も
ら
い
、
զ
々
も
׆
用

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
ड़
べ
た
。

セ
ϛ
φ
ー
は
、
ϗ
リ
Τ
モ

ン
̖
̞
ֶ
ߍ
／
テ
レ
ワ
ー

ク
・
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
ー
ζ
代
ද

ँ
の
言
༿
が
ड़
べ
ら
れ
た
。

࠙
ஊ
ޙ
、
区

ॴ

ۙ
の

小
ֶ
ߍ
で
、
実
ࡍ
に
ϕ
ス
ト

を
ண
用
し
た
ֶ
童
༴
護
һ
の

׆
動
を
ࢹ

し
、
༴
護
һ
か

ら「

中

対
ࡦ
に

立
っ

て
い
る
」
と
の
言
༿
が
あ
っ

た
。同

日
の
د
ଃ
ࣜ
に
は
、
൘

指
ಋ
を
߇
え
て
い
る
事
業
者

を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
。

取
క

̘
̚
̤

の
ߥ

ݡ
ೋ


氏
が「
ド
ラ
え

も
ん
に
な
る
な
、
の
び
ଠ
に

な
れ
」と
題
し
て
ߨ
ԋ
。

ߥ

氏
は
、「
世
間
で
̖

౦
τ
ڠ
ࣄ

ہ
ਓ
ࣄ

（
７
月
７
日
）

૯
務
෦
૯
務
・
支
෦
支
ԉ

̜
（
同
主
װ
）
福
ా



˜
同
主
（
同
係
һ
）
向
成

ܙ
ඒ
˜
ࡒ
務
෦
交

ۚ
会
ܭ

୲
当
෦
（
同
ࡒ
務
෦

݉

務
）
Ԟ
原
正
人
˜
ࡒ
務
෦


（
業
務
෦
࣍

）
Ԭ
ా
ߒ


˜
ࡒ
務
෦
交

ۚ
会
ܭ
̜
主

（
業
務
෦
交
通
・
環
境
̜

主

）
ࡾ
ଜ
萌
々
子
˜
業
務

෦
交
通
・
環
境
̜
（
適
正

化
事
業
෦
適
正
化
事
業
̜
主

װ
）
ా
和
࢜

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
൘
橋
支
෦

（
ࣰ
本
ີ
治
支
෦


）
੨
年
෦（


地
和

෦

）は

６
月
20
日
、
൘
橋

東
ト
協
は
こ
の
΄
ど
、「
ト

ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤
Ｋ
̮

̤
２
０
２
５
～
親
子
で
体
験

҆
શ
と
環
境
～
」
の
開
࠵
に

向
け
て
、
会
һ
事
業
者
か
ら

の
協
ࢍ
を
ݺ
び
か
け
て
い
る
。

今
年
の
ϑ
ỻ
ス
タ
は
９

月
14
日
、
渋
୩
区
・
代
々


ެ
Ԃ
で
開
࠵
す
る
。
こ

れ
に

い
、
શ
会
һ
に
対

し
、
ਫ

ޭ
会

と
ϑ
ỻ

ス
タ
実
行
ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク
ト

リ
ー
μ
ー
・

本
উ

෭

会

の
連
名
で
要
請
จ
書

を
発
出
し
、
協
ࢍ
へ
の
協

力
を
求
め

て
い
る
も

の（
ຊ
߸
に

ڠ
ࢍ
ͷ
ཁ


จ
ॻ
ɾ
Ҋ


ν
ϥ
γ
Λ
ಉ

෧
）

開
࠵
に
当
た
り
、
交

ۚ

会
ܭ
と
一
般
会
ܭ
で
の
取
り

組
み
を
有
ػ
的
に
連
ܞ
し
て

運
Ӧ
し
て
い
る
が
、
ࡢ
今
の

協
会
の
ࡒ
政
状
況
か
ら
、
会

һ
事
業
者
に
対
し
て
イ
ϕ
ン

ト
開
࠵
の
झ
ࢫ
に
ࢍ

同
を
求
め
、
今
年
度

も
協
ࢍ
ۚ
を
ื
る
こ

と
と
し
た
。

協
ࢍ
（ۚ
１
口
５

０
０
０
ԁ
か
ら
）の

ਃ
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
内

「
ト
ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ
ス

タ
̩
̤
Ｋ
̮
̤
２
０

２
５
」
会
һ
協
ࢍ
ਃ
し
ࠐ
み

ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
か
ら
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
෦
交
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

橋
区
ڭ
育
ҕ
һ
会
か
ら


প
ڭ
育

、
事
務
ہ
の
ۚ
子

和

地
Ҭ
ڭ
育
力
୲
当
෦


が
、
൘
橋
支
෦
੨
年
෦
か
ら


地
෦

と
ࣰ
㟒
純
෦
һ
、

ۭ
ௐ

メ
ー
カ
ー
の
ࢢ
ἃ
୩

ಁ
社

、
小
泉
康
༤
Ӧ
業
෦

෦

、
同
෦
Ӧ
業
一
՝
の
୩

口

ً
氏
が
出
੮
し
た
。

ݚ
म
会
で
は
、
適
正
化
事

業
෦
の
ҏ
東


࣍

が
、

८
ճ
指
ಋ
38
߲
目（
̜
マ
ー

ク
認
定
要
件
25
߲
目
）に
関

し
て
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
を
適
正
に
行
う
に
は
～

業
務
管
理
の
要

～
」
や

関
係
ா
ථ
ྨ
等
の
ࢿ
ྉ
、

̜
マ
ー
ク
ਃ
請
案
内
な
ど

に
基
ͮ
き
、
そ
の
注
ҙ


を
説
明
し
た
。

८
ճ
指
ಋ
で「
൱
」


定
の
比
率
が
高
い
事
߲
と

し
て
、
車
ݿ
ഇ
止
な
ど
の

ಧ
出（
事
業
ܭ
画
等
）、

ݺ
記


へ
の
記
ࡌ
内

容（
運
行
管
理
等
）、
ݕ


උ
記


の
༷
ࣜ
変
更

̞
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
は
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
՝
題
解
決
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
つ

ま
り
、
՝
題
を
解
決
す
る
こ

と
で
会
社
が

か
る
の
で
あ

れ
ば
、
経
Ӧ
者
と
し
て
՝

題
発
見
の
෦
分
が
重
要
に

な
る
」と
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、ອ
画『
ド
ラ
え

も
ん
』
に
お
い
て
、
何
で

も
解
決
す
る
未
来
の
世
界

の
ω
ί
ܕ
ロ
Ϙ
ッ
ト
に
な

る
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
に

人
に
པ
り
、
何
で
も
解
決

し
て
も
ら
う
の
び
ଠ
の
よ

う
な
行
動
が
必
要
と
し
た
。

ま
た
、
̖
̞
の
進
歩
は

̘
̷
̰
̓
̜
̥
̩
に
よ
る

時
の
ؾ
化

で
体
Թ
を
下
͛

る
も
の
。
目
立
つ
黄
色
い
ૉ

ࡐ
に
、「
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
൘
橋
支
෦
੨
年
෦
د
ଃ
」

と
印

さ
れ
て
い
る
。

ϕ
ス
ト
の

࡞
に
当
た
っ

て
は
、
区
内
の
ۭ
ௐ

メ
ー

カ
ー
に
੨
年
෦
か
ら
協
力
ґ

（
車
྆
管
理
等
）、
健
康

அ

݁
Ռ（
労
基
๏
等
）な
ど
に

つ
い
て
、
必
要
と
な
る
ா
ථ

ྨ
や
注
ҙ

な
ど
を
説
明
し

た
。

も
の
が
大
き
く
、
Ի

対
話

ܕ
で
は
、
話
を
す
る
よ
う
に

問
題
解
決
に
ಋ
い
て
く
れ
る

と
、
実
ࡍ
に
デ
モ
で

い
ํ

を

介
し
た
。
̖
̞
は
、
問

題
に
対
し
て
同
じ
解
決
ࡦ
を

示
す
こ
と
か
ら
、
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

成
ࡒ
ஂ
の
社
会
ߩ
ݙ
׆
動
の

一
環
と
し
て
、ຖ
年
、൘
橋
区

ڭ
育
ҕ
һ
会
を
通
じ
て
、
区

内
小
ֶ
ߍ
の
新
１
年
生
に
、

交
通
҆
શ
ܒ
発
ά
ッ
ζ
と
し

て
自
由
ா
を
د
ଃ
し
て
い
た
。

今
年
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
酷
ॵ
の
中
で
も

׆
動
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
児

童
の
通
ֶ
時
に
ԣ

அ
歩
道
で
の
҆
શ

支
ԉ
を
行
う
ֶ
童

༴
護
һ
に
、
ྫྷ
٫

ϑ
Ỹ
ン

き
ϕ
ス

ト
を
د
ଃ
し
た
。

今
ճ
د
ଃ
し
た

ϕ
ス
ト
は
、
リ
ν


Ϝ
イ
Φ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
で
ϑ
Ỹ
ン

ྫྷ٫フΝϯきϕετΛͭ࣋পڭҭᶾ
ͱ੨෦の෦᷁ͱࣰ㟒෦һ᷀

౦ト協�൘ࢧڮ෦੨෦

人が課題をみつけ、ＡＩが解決する時代へ

安全運行確保へ38項目を確認

東
ト
協

८
ճ
ࢦ
ಋ
ʹ

Δ
ݚ
म
ձ

東
ト
協

ϩ
δ
ݚ
η
ϛ
φ
ồ

東
ト
協
北
支
部

ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ

ϕ
ε
τ
Λ
د
ଃ

ࢮ ɾ֯ྠࠩをମݧ
τϥοΫަ௨҆શࣨڭ

ֶ
ಐ
༴
ޢ
һ
ͷ

த

ର
ࡦ
ʹ

౦ト協

トラックトラック
フェスタ

賛同・協賛のお願い
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関
東
運
༌
ہ
と
東
京
運
༌

支
ہ
は
11
月
に
、
令
和
７
年

の
陸
運
関
係
従
事
者（
中
間

管
理
者
）に
対
す
る
ہ

・

支
ہ

ද
জ
を
そ
れ
ͧ
れ
行

い
ま
す
。
会
һ
事
業
ॴ
に
お

け
る
各
ද
জ
基
準
の
֘
当
者

に
つ
い
て
は
、
ॴ
ଐ
支
෦
を

通
じ
て
、
東
ト
協
本
෦
に
ਪ

ન
し
て
く
だ
さ
い
。

ਪ
ન
の
క
め
切
り
日
は
、

関
運
ہ

ද
জ
が
７
月
31

日
、
東
運
支
ہ

ද
জ
が
８

関
東
運
༌
ہ
と
東
京
運
༌

支
ہ
は
11
月
に
、
令
和
７
年

の
陸
運
関
係
運
行
管
理
者
・


උ
管
理
者
に
対
す
る
ہ


・
支
ہ

ද
জ
を
そ
れ
ͧ

れ
行
い
ま
す
。
会
һ
事
業
ॴ

に
お
け
る
各
ද
জ
基
準
の
֘

当
者
に
つ
い
て
は
、
ॴ
ଐ
支

෦
を
通
じ
て
、
東
ト
協
本
෦

に
ਪ
ન
し
て
く
だ
さ
い
。

ਪ
ન
の
క
め
切
り
日
は
、

関
運
ہ

ද
জ
が
７
月
22

日
、
東
運
支
ہ

ද
জ
が
８

月
１
日（
い
ず
れ
も
必
ண
）。

な
お
、
各
ද
জ
の
ਪ
ન
は

そ
れ
ͧ
れ
１
社
に
つ
き
１
人

と
し
、
対
象
者
は
都
内
の
Ӧ

業
ॴ
に
ۈ
務
し
て
い
る
者
に

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ઍ
代
ా
支
෦

（
ా
中
හ
೭
支
෦

）

と
中
ԝ
支
෦（
ᖒ
഼

३
支
෦

）と
ߓ
支

෦（
ࡔ
ా
生
子
支
෦


）は
６
月
25
日
、

中
ԝ
区
の
ۜ
࠲
ブ
ロ

ッ
α
Ϝ
で
、「
特
定

ٕ
能
外
国
人
ド
ラ
イ

バ
ー
࠾
用
説
明
会
」

を
開
࠵
し
た
。

開
࠵
に
当
た
り
、

ᖒ
഼
中
ԝ
支
෦

が

あ
い
さ
つ
し
、「
２

０
２
４
年
問
題
を
経

て
人
手
不
足
の
Ӕ
中

に
あ
る
物
ྲྀ
業
界
に

お
い
て
、
人
ࡐ
׆
用

の
１
つ
の
手
๏
と
し

て
特
定
ٕ
能
外
国
人

ド
ラ
イ
バ
ー
の
制
度

手
ا
業
で
࠾
用
が

進
ん
で
い
る
状
況

を
説
明
し
た
。

制
度
で
は
、
在

ཹ
期
間
の
上
限
が

５
年
で
永
ॅ
ਃ
請

は
で
き
ず
、
16
分


内
で
の
転
職
が

可
能
。

ॴ
ଐ
ػ
関（
ا

業
）に
関
す
る
要

件
と
し
て
、
働
き

や
す
い
職
場
認
ূ

が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
多
く

の
ํ
々
が
入
っ
て
く
る
時
代

と
な
る
。
࠾
用
に
向
け
た
現

状
な
ど
を
ษ
ڧ
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

説
明
会
で
は
、
̩
̙
̜
ϗ

ー
ル
デ
ỹ
ン
ά
ス
国
ࡍ
人
ࡐ

事
業
෦
マ
ω
ー
ジ
ャ
ー
の
٢

川
و
ଇ
氏
が「
物
ྲྀ
業
界
の

制
度
の
取
ಘ
、
ま
た
は
҆
શ

性
༏
ྑ
事
業
ॴ（
̜
マ
ー
ク
）

の
保
有（
事
業
者
内
の
別
Ӧ

業
ॴ
が
保
有
す
る
場
合
で
も

可
）が
必
要
で
、
自
動
車
運

送
業
分

特
定
ٕ
能
協
ٞ
会

の
構
成
һ
と
な
り
、
必
要
な

協
力
を
行
う
こ
と
な
ど
が
含

ま
れ
る
。

࠾
用
す
る
外
国
人
は
、
自

国
で
第
一
種
運
転
໔
ڐ
を
取

ಘ
す
る
と
と
も
に
、
特
定
ٕ

能
ࢼ
験
や
日
本
語
能
力
ࢼ
験

（
Ｎ
４
以
上
）な
ど
に
合
֨

し
、
入
国
ޙ
に
外
໔
切
替
な

ど
で
日
本
の
第
一
種
໔
ڐ
の

取
ಘ
が
必
要
。
そ
の
た
め
、

ొ

支
ԉ
ػ
関
へ
の
支
ԉ
ҕ

ୗ
が
現
実
的
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
国
で
ී
通
໔
ڐ

の
み
取
ಘ
の
場
合
、
外
໔
切

替
ޙ
に
、
準
中
ܕ
・
中
ܕ
・

大
ܕ
໔
ڐ
の
取
ಘ
が
必
要
と

な
る
。
࠾
用
の
中
心
と
な
る

限
り
ま
す
。

ؔ
東
ӡ
༌
ہ

˕
運
ߦ

ཧ
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ
運
行
管
理
者
と
し
て
運
༌

支
ہ

の
ද
জ
を
受
け
て
か

ら
５
年
以
上
が
経
過
し
た


ൣ
者
で
、
15
年
以
上
に
わ

た
り
業
務
に
精
ྭ
し
、
運
行

管
理
者
の
業
務
を
適
確
に
実

施
し
て
お
り
、
ۈ
務
状
態
が

༏
ྑ
な
者（
連
続
し
た
15
年
、

ま
た
同
一
事
業
者
に
連
続
15

年
ۈ
務
し
て
い
な
く
て
も
ਪ

ન
可
）

ᾈ
令
和
２
年
４
月
１
日
を
起

ᶅ
運
行
管
理
者
ࢿ
֨
ূ
の

ฦ
ೲ
処
分
な
ど
を
受
け
た
者

ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
者ᶆ

当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
政
処

分
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合ᶇ

過
去
５
年
間
に
わ
た
り

無
事
ނ
無
違

で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˕

උ

ཧ
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ

උ
管
理
者
と
し
て
運
༌

支
ہ

の
ද
জ
を
受
け
て
か

ら
５
年
以
上
が
経
過
し
た


ൣ
者
で
、
15
年
以
上
に
わ
た

り
業
務
に
精
ྭ
し
、

උ
管

理
者
の
業
務
を
適
確
に
実
施

し
て
お
り
、
ۈ
務
状
態
が
༏

ྑ
な
者
。
た
だ
し
、

ۙ
10

年
間
は
同
一
事
業
ॴ
に
継
続

東
ト
協
各
支
෦
ま
た
は

本
෦
૯
務
෦
૯
務
・
支
෦

支
ԉ
（̜
ὸ
03
・
３
３
５

９
・
６
２
５
２
）

各
表
彰
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

し
て
ۈ
務
し
て
い
る
こ
と

（
連
続
し
た
15
年
で
な
く
て

も
ਪ
ન
可
）

ᾈ
令
和
２
年
４
月
１
日
を
起

ࢉ
日
と
し
て
、
࣍
の
ܽ
֨
事

由
が
な
い
者

ᶃ
運
転
者
に
よ
る
道
交
๏

第
１
０
８

の
34
に
よ
り
通

報
の
あ
っ
た
事
）ނ
自
動
車

の

置
の
ނ
障
が
主
た
る
原

因
の
も
の
に
限
る
）に
つ
い

て
、

උ
管
理
上
最
も



の
あ
る
者

ᶄ
自
動
車
事
ނ
報
告
規
ଇ

第
２

第
11
߸
お
よ
び
第
12

߸
に
規
定
す
る
事
）ނ

ݕ


උ
の
実
施
ํ
๏
な
ど
が
不

適
切
で
あ
っ
た
場
合
に
限

る
）に
つ
い
て
、

උ
管
理

上
最
も


の
あ
る
者

「˞


の
あ
る
者
」
と

は
、
当
֘
車
྆
の
運
行
開
始

時
に
お
け
る
運
行
可
൱
決
定

を
行
っ
た
者
、
ま
た
は
当
֘

事
ނ
車
྆
の
事
ނ

前
の
日

ৗ

ݕ
を
実
施
し
た
者
と
し

て
、
日
ৗ

ݕ
ද
の

උ
管

理
者
ཝ
に
記
入
さ
れ
て
い
る

月
18
日（
い
ず
れ
も
必
ண
）。

ؔ
東
ӡ
༌
ہ

˕

運
ٴ
ͼ
؍
ޫ
関

ै

事
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᶃ
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

の
業
務
に
従
事
し
、
運
༌
支

ہ

の
ද
জ
を
受
け
た

ൣ

者
で
、
本
年
11
月
1
日（
基

準
日
）に
お
い
て
満
30
年
以

上
ۈ
続
し
て
い
る
年
齢
50
歳

以
上
の
者

ᶄ
前
記
の
ᶃ
に
֘
当
す
る

者
は
、現
事
業
ॴ
・
ஂ
体（
౷

合
・
分
割
期
間
を
含
む
）に

引
き
続
き
、
満
10
年
以
上
ۈ

続
し
て
い
る
こ
と

ᶅ
本
年
11
月
1
日（
基
準

日
）よ
り

っ
て
、
過
去
３

年
間
に
お
い
て
交
通
違

が

な
い
こ
と（
２

以
下
の
ܰ

ඍ
な
違

に
つ
い
て
は
１
年

経
過
で
ਪ
ન
可
、
た
だ
し
ྦྷ

者
を
指
す

ᶅ

උ
管
理
者
の
解

処

分
を
受
け
た
者
ま
た
は
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
者

ᶆ
当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
政
処

分
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合ᶇ

過
去
５
年
間
に
わ
た
り

無
事
ނ
無
違

で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

൜
は
不
可
）

ᶆ
原
ଇ
、
取
క

に
ब


し
て
い
な
い
者

ᶇ
都
内
の
Ӧ
業
ॴ
に
ۈ
務

し
て
い
る
者
に
限
る

東
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ

˕

運
関

ै
事
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᶃ
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

の
業
務
に
従
事
し
、
本
年
８

月
31
日（
基
準
日
）に
お
い

て
満
20
年
以
上
ۈ
続
し
て
い

る
年
齢
45
歳
以
上
の
者

ᶄ
前
記
の
ᶃ
に
֘
当
す
る

者
は
、現
事
業
ॴ
・
ஂ
体（
౷

合
・
分
割
期
間
を
含
む
）に

東
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ

˕
運
ߦ

ཧ
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ
運
行
管
理
者
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
業
務
に
精
ྭ

し
、
運
行
管
理
者
の
業
務
を

適
確
に
実
施
し
て
お
り
、
ۈ

務
状
態
が
༏
ྑ
な
者（
連
続

し
た
10
年
、
ま
た
同
一
事
業

者
に
ۈ
務
し
て
い
な
く
て
も

ਪ
ન
可
）

ᾈ
令
和
２
年
４
月
１
日
を
起

ࢉ
日
と
し
て
、
࣍
の
ܽ
֨
事

由
が
な
い
者

ᶃ
運
転
者
に
よ
る
道
交
๏

引
き
続
き
、
満
10
年
以
上
ۈ

続
し
て
い
る
こ
と

ᶅ
本
年
８
月
31
日（
基
準

日
）よ
り

っ
て
、
過
去
３

年
間
に
お
い
て
交
通
違

が

な
い
こ
と（
２

以
下
の
ܰ

ඍ
な
違

に
つ
い
て
は
１
年

経
過
で
ਪ
ન
可
、
た
だ
し
ྦྷ

൜
は
不
可
）

ᶆ
原
ଇ
、
取
క

に
ब


し
て
い
な
い
者

ᶇ
都
内
の
Ӧ
業
ॴ
に
ۈ
務

し
て
い
る
者
に
限
る

第
１
０
８

の
34
に
よ
り
通

報
の
あ
っ
た
事
ނ
お
よ
び
違


に
つ
い
て
、
運
行
管
理
上

最
も


の
あ
る
者

ᶄ
運
転
者
が
明
ら
か
に
第

一
当
事
者
の
自
動
車
事
ނ
報

告
規
ଇ
第
２

に
規
定
す
る

事
ނ
に
つ
い
て
、
運
行
管
理

上
最
も


の
あ
る
者

「˞


の
あ
る
者
」
と

は
、
運
行
開
始
時
の

ݺ
や

指
示
を
行
っ
た
者
、
自
動
車

事
ނ
報
告
書
の
運
行
管
理
者

ཝ
に
記
ࡌ
さ
れ
て
い
る
者
を

指
すᶅ

運
行
管
理
者
ࢿ
֨
ূ
の

ฦ
ೲ
処
分
な
ど
を
受
け
た
者

ま
た
は
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
者ᶆ

当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
政
処

分
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合ᶇ

過
去
５
年
間
に
わ
た
り

無
事
ނ
無
違

で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˕

උ

ཧ
ऀ
ද
জ

ợ
対
象
者
Ụ

ᾇ

උ
管
理
者
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
業
務
に
精
ྭ

し
、

උ
管
理
者
の
業
務
を

適
確
に
実
施
し
て
お
り
、
ۈ

務
状
態
が
༏
ྑ
な
者
。
た
だ

し
、

ۙ
５
年
間
は
同
一
事

業
ॴ
に
継
続
し
て
ۈ
務
し
て

い
る
こ
と（
連
続
し
た
10
年

で
な
く
て
も
ਪ
ન
可
）

ᾈ
令
和
２
年
４
月
１
日
を
起

ࢉ
日
と
し
て
、
࣍
の
ܽ
֨
事

由
が
な
い
者

ᶃ
運
転
者
に
よ
る
道
交
๏

第
１
０
８

の
34
に
よ
り
通

報
の
あ
っ
た
事
）ނ
自
動
車

の

置
の
ނ
障
が
主
た
る
原

因
の
も
の
に
限
る
）に
つ
い

て
、

උ
管
理
上
最
も



の
あ
る
者

ᶄ
自
動
車
事
ނ
報
告
規
ଇ

第
２

第
11
߸
お
よ
び
第
12

߸
に
規
定
す
る
事
）ނ

ݕ


උ
の
実
施
ํ
๏
な
ど
が
不

適
切
で
あ
っ
た
場
合
に
限

る
）に
つ
い
て
、

උ
管
理

上
最
も


の
あ
る
者

「˞


の
あ
る
者
」
と

は
、
当
֘
車
྆
の
運
行
開
始

時
に
お
け
る
運
行
可
൱
決
定

を
行
っ
た
者
、
ま
た
は
当
֘

事
ނ
車
྆
の
事
ނ

前
の
日

ৗ

ݕ
を
実
施
し
た
者
と
し

て
、
日
ৗ

ݕ
ද
の

උ
管

理
者
ཝ
に
記
入
さ
れ
て
い
る

者
を
指
す

ᶅ

උ
管
理
者
の
解

処

分
を
受
け
た
者
ま
た
は
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
者

ᶆ
当
֘
Ӧ
業
ॴ
が
行
政
処

分
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ま

た
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合ᶇ

過
去
５
年
間
に
わ
た
り

無
事
ނ
無
違

で
あ
り
、
ܐ

േ
な
ど
が
な
い
者

˗
֤
ද
জ
の
ఏ
ग़
ॻ
ྨ

ᶃ
ޭ

ௐ
書
、ᶄ
ཤ
歴
書
、

ᶅ
事
業
主
の
ূ
明
書
、
ᶆ
自

認
書
、
ᶇ
無
事
ނ
無
違

ূ

明
書
、
ᶈ
５
年
間
の
運
転
記


ূ
明
書
、
ᶉ
運
行
管
理
者

等
指
ಋ
ߨ
श（
一
般
ߨ
श
）

म
了
ূ
明
印（
手
ா
）の
ࣸ

し
／

උ
管
理
者
ද
জ
の
場

合
ử

උ
管
理
者
ݚ
म（
બ


ޙ
）म
了
ূ
明
印（
手
ா
）

の
ࣸ
し

˞
ᶃ
～
ᶆ
の
書
ྨ
༷
ࣜ
は

東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
か
ら

μ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能

˞
ᶇ
ᶈ
は
、
自
動
車
҆
શ

運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
取
ಘ

（
有
ྉ
）。
運
転
໔
ڐ
ূ
を
有

し
な
い
者
は
ਃ
し
出
る
こ
と

˞
ఏ
出
書
ྨ
は
各
１
෦

（
̖
４

・
ԣ
書
き
／
ཪ
ന
・

ク
リ
ッ
ϓ
止
め
／
ϗ
ν
キ
ス

で
௲
じ
な
い
こ
と
・
ワ
ー
ϓ

ロ
印
字
）

ϕ
ト
φ
Ϝ
や
イ
ン
ド
ω
シ
ア

で
は
、
ී
通
運
転
໔
ڐ
の
取

ಘ
率
が

く
、
ま
た
歩
行
者

༏
先
の
ル
ー
ル
や
ҙ
識
が
な

く
、
ϕ
ト
φ
Ϝ
で
は
ӈ
ハ
ン

ド
ル
車
が
な
い
な
ど
運
転
・

交
通
事

を
説
明
。
そ
の
上

で
、
同
社
で
は
現
地
で
上
位

の
໔
ڐ
取
ಘ
や
交
通
๏
規
を

ֶ
ば
せ
る
な
ど
、
人
ࡐ
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
ड़
べ

た
。説

明
会
ޙ
、
Ӊ

政
༤
中

ԝ
෭
支
෦

が
ด
会
の
あ
い

さ
つ
で
、「
զ
々
の
業
界
は

国
を
支
え
て
い
る
が
、
働
い

て
い
る
人
は
高
齢
化
し
、
新

た
な
人
ࡐ
は
増
え
ず
、
働
き

ͮ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
何
年

ޙ
か
に
は
今
΄
ど
ՙ
物
が
運

べ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
制
度
の

׆
用
な
ど
を
ݕ
౼
し
て
΄
し

い
」と
ड़
べ
た
。

ࢉ
日
と
し
て
、
࣍
の
ܽ
֨
事

由
が
な
い
者

ᶃ
運
転
者
に
よ
る
道
路
交

通
๏
第
１
０
８

の
34
に
よ

り
通
報
の
あ
っ
た
事
ނ
お
よ

び
違

に
つ
い
て
、
運
行
管

理
上
最
も


の
あ
る
者

ᶄ
運
転
者
が
明
ら
か
に
第

一
当
事
者
の
自
動
車
事
ނ
報

告
規
ଇ
第
２

に
規
定
す
る

事
ނ
に
つ
い
て
、
運
行
管
理

上
最
も


の
あ
る
者

「˞


の
あ
る
者
」
と

は
、
運
行
開
始
時
の

ݺ
や

指
示
を
行
っ
た
者
、
自
動
車

事
ނ
報
告
書
の
運
行
管
理
者

ཝ
に
記
ࡌ
さ
れ
て
い
る
者
を

指
す

外
国
人
人
ࡐ
࠾
用
に
つ
い
て

～
物
ྲྀ
業
界
に
お
け
る
人
手

不
足
問
題
の
解
決
を
目
指
し

て
～
」と
題
し
て
ߨ
ԋ
し
た
。

٢
川
氏
は
、
特
定
ٕ
能
制

度
に
自
動
車
運
送
業
な
ど
４

分

が

加
さ
れ
、
令
和
10

年
度

ま
で
ト
ラ
ッ
ク
分


で
の
特
定
ٕ
能
１
߸
外
国
人

の
受
け
入
れ
上
限
が
１
万
５

０
０
０
人
と
見
ࠐ
ま
れ
、
大

ক
དྷ
ͷ

ྲྀ
ҡ
࣋
ʹ
׆
༻
を

ಛఆٕ֎ࠃਓυϥΠόʔ࠾༻Ͱઆ໌会


ӡ
ؔ

ै
ࣄ
ऀ

ӡ
ߦ

ཧ
ऀ


උ

ཧ
ऀ

表
彰
該
当
者
の
推
薦
を

各
表
彰
該
当
者
の
推
薦
を

ؔ ӡ ہ

７月31日
౦ӡہࢧ

８月18日

ఏग़ݶظ

ؔ ӡ ہ

７月22日
౦ӡہࢧ

８月１日

ఏग़ݶظ

ؔ ӡ ہ
౦ӡہࢧ

ؔ
ӡ
ہ

東
ӡ
ࢧ
ہ

౦ ト 協
ୈ ϒ̍ϩοΫ 千代田・中央・港支部



ୈ1��4号 ̎̌ ̎̑ ʢྩ̓ʣ̓ ݄1� （ � ）૯ 合

◎ 運行中は緊張感を保ち、常に周辺の道路状況の把握を怠らない
こと。また、道路状況に応じた安全速度での走行や、十分な車間
距離の確保に努め、ゆとりをもって運転すること。
日　時 ６月18日（水） ４時20分頃発生（晴天）
場　所 練馬区内（環七通り）
当事者 ①自家用軽乗用車（女性50代死亡）̫ ②事業用大型貨物車

（男性50代）̫ ③自家用中型貨物車（男性40代）順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 新
桜台駅練馬区豊玉北

至 野
方駅

概　要

②事業用大型貨物車が環七通りを、新桜台駅方向から野方駅方向に
2車線の第二通行帯を進行中、対向車線の第一通行帯を進行してい
た①自家用軽乗用車が何らかの理由により反対車線に飛び出してき
て正面衝突したもの。また衝突後、①自家用軽乗用車の後方から進
行してきた③自家用中型貨物車が①自家用軽乗用車と衝突したもの。

◎ 道路標識・道路標示及び規制に従うこと。運行中は前方だけで
なく、左右、後方を含めた周囲の交通状況にも注意を払うこと。
日　時 ６月27日（金） 21時59分頃発生（晴天）
場　所 港区（国道15号）
当事者 ①作業員（男性40代死亡）̫ ②自家用普通乗用車（男性20代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 芝４
丁目交差

点港区芝

至 芝５
丁目交差

点

概　要
事業用中型貨物車を、国道15号に芝4丁目交差点方向から芝5
丁目交差点方向に向けて止め、その車両の後方で作業中の①作
業員に、②自家用普通乗用車が何らかの理由で衝突してきたもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

東
京
運
༌
支
ہ
は
６
月
27

日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ
で
、
令

和
７
年「
陸
運
関
係
ޭ
労
者

ද
জ
ࣜ
」
を
開
࠵
し
た
。
ト

ラ
ッ
ク
෦

を
は
じ
め
、
ハ

イ
タ
ク
や
自
動
車
関
連
、
自

動
車

උ
、
ೋ
ྠ
の
各
෦


合
ܭ
25
人
、
お
よ
び
自
動
車

特
定

උ
事
業
者
と
し
て
２

事
業
者
を
ද
জ
し
た
。

こ
の
う
ち
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
関
係
者
は
15
人
が

受

。
ト
ラ
ッ
ク
෦

を
代

ද
し
て
、
ּ
原
史
ٱ
氏（
多

ຎ
支
෦

）が
、
৫
ా
ཅ
一

支
ہ

か
ら
ද
জ
状
を
त
༩

さ
れ
た
。

関
東
運
༌

ہ
は
６
月
24

日
、
ԣ
浜
ࢢ

開
ߓ
記
೦
会

ؗ
で
、
令
和

７
年（
第
41

ճ
）「
陸
運
ٴ

び
観
光
関
係

ޭ
労
者
ද
জ

ࣜ
」
を
開
࠵

し
た
。

東
京
労
働
ہ
と
東

京
労
働
基
準
協
会
連

合
会
は
ڞ
࠵
で
、
労

働
者
に
対
す
る
҆
શ
・
健
康

ҙ
識
の
向
上
を
ਤ
る
た
め
、

「
ࢲ
の
҆
શ
Ӵ
生
એ
言
ί
ン

ク
ー
ル
Ｓ
̰
̵
̴
̬
̾
́

̺
̩
̤
Ｋ
̮
̤
２
０
２

５
」
を
開
࠵
し
、
職
場
に
お

今
年
は
７
෦

合
ܭ
で
ޭ

労
者
70
人
を
ද
জ
。
౻
ా
ྱ

子
ہ

が
各
෦

代
ද
者
に

対
し
、
そ
れ
ͧ
れ
ද
জ
状
を

त
༩
し
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
関

係
で
は
ト
ラ
ッ
ク
෦

で

16
人
が
受

し
、
代
ද
し
て


者
代
ද
あ
い
さ
つ
と
し

て
、
山
本


氏（
山
本
運

送
・
ߓ
）が
ొ
ஃ
し
、「
激
変

す
る
ݫ
し
い
経
Ӧ
環
境
を
乗

り
ӽ
え
な
が
ら
今
日
を
ܴ
え

て
い
る
が
、
զ
々
運
送
事
業

者
は
、
環
境
対
ࡦ
や
҆
શ
対

ࡦ
を
進
め
な
が
ら
、
国
民
生

׆
を
支
え
る
重
要
な

割
の

一
ཌྷ
を
୲
っ
て
き
た
。
本
日

の
受

を
ྭ
み
に
、
新
た
な

る
決
ҙ
を
も
っ
て
、
運
༌
関

係
業
界
の
さ
ら
な
る
ৼ
ڵ
と

発
ల
、
ま
た
๛
か
な
地
Ҭ
社

会
の

造
と
国
民
生
׆
の
向

上
に
向
け
、
力
の
限
り
を
ਚ

く
し
て
い
き
た
い
」
と
力
ڧ

く
決
ҙ
を
ड़
べ
た
。

東
ト
協
関
係
者
の
受

者

は
࣍
の
通
り（
ܟ
শ
ུ
、
カ

ッ
ί
内
は
会
社
名・支
෦
名
）。

ࠤ
౻
ࠀ
య（
α
ト
ラ
ン
ス・

ઍ
代
ా
）
˜
永
Ҫ
༸
司（
永

Ҫ
・
中
ԝ
）
˜
下
川
）ޛ
ϓ

ラ
イ
Ϝ
物
ྲྀ
・
中
ԝ
）
˜
山

本

（
山
本
運
送
・
ߓ
）

˜
渡
㞜
ത
）

運
・
ߓ
）

˜
大
௩

）
大
௩
組
・
大

ా
）
˜
౻
ଜ

ଠ
（

भ

ࠝ
แ
運
༌
・
大
ా
）
˜
ӓ
ా

和
）ߒ

ス
μ
・
ਿ
並
）
˜

ງ
内
৳
༸（
ງ
内
運
送
・
จ

京
）̃
神
ా
ঢ（
神
ా
運
送
・

൘
橋
）̃
関
口
উ
）ݾ
ケ
イ
・

Τ
ス
・
ラ
イ
ン
・
࿅
馬
）
˜

ؠ
ᬒ
ᔧ
子（

ொ
運
送
・
北
）

˜
ߝ
ౡ
উ
ඒ（
シ
ス
テ
Ϝ
ラ

イ
ン
・
足
立
）
˜
ௗ
ϊ
海
ֶ

（
協
同
運
༌
・
足
立
）
˜
小

ྛ
ໜ（
੨
ക
ߓ
運
送
・
多
ຎ
）

˜
ᜊ
౻
正
人（
多
ຎ
ྲྀ
通
・

多
ຎ
）

৫
ా
支
ہ


は
ࣜ
ࣙ
で
、
受


者
の
ޭ

を

た
た
え
た
上

の
重
要
性
を
ڧ
ௐ
し
た
。

ද
জ
ࣜ
に
は
、
来
ෂ
と
し

て
東
ト
協
の
٠

正
ߒ
෭
会


が
出
੮
し
、
来
ෂ
を
代
ද

し
て
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
、「
本
日

の
受

を
ܖ
ػ
に
、

年
ഓ

わ
れ
た
経
験
と
見
識
を
も
と

に
、
一
層
運
༌
業
界
の
発
ల

に
引
き
続
き
͝
ਚ
力
い
た
だ

き
た
い
」と
ݺ
び
か
け
た
。

東
ト
協
関
係
の
受

者
は

࣍
の
通
り（
ܟ
শ
ུ
、
カ
ッ

ί
内
は
会
社
名・ॴ
ଐ
支
෦
）。

大
ӽ
み
ゆ
き（
ϊ
バ
・
Τ

キ
ス
ϓ
レ
ス
・
ߓ
）
˜
٢
本

Ֆ
子（
京
浜
運
送
・
大
ా
）

˜
൘
橋
ࠀ
ঘ（
൘
橋

事
・

大
ా
）
˜
Ҫ
口
Ԇ
（
Ҫ
口

運
送
・
࿅
馬
）
˜
൧
ా
म
一

（
大
心
運
༌
・
࿅
馬
）
˜


原
ঢ
治（
૬
ޓ
ࠝ
แ
運
送
・

࿅
馬
）
˜
দ
ؙ

ӫ（
দ
ؙ

工
事
運
༌
・
ਂ
川
）
˜
∁
橋

ܓ
一
（
山
๛
運
༌
・
ਂ

川
）
˜
∁
橋
ྑ
ণ（
ؙ
ಙ

運
༌
・
ਂ
川
）
˜
ඌ
㟒
ल

ਔ（
Φ
ー
Τ
ス
ト
ラ
ン
ス
・


東
）
˜
中
ౡ
政
治（
ๅ

運
送
ళ
・
ᷤ
০
）
˜
ය
ా

හ
จ（
ϑ
ジ
デ
ン
運
送
・

ᷤ
০
）
˜
Ҫ
上
昭
（
Ҫ

上
運
送
・
多
ຎ
）
˜
ּ
原

史
）ٱ
Ｎ
̩
Ｓ
ロ
ジ
・
多

ຎ
）
˜
ُ
ా
康
一（
ϑ
ッ

ト
ラ
イ
ト
ί
ー
ϙ
レ
ー
シ

ἀ
ン
・
多
ຎ
）

で
、「
自
動
車
運
送
事
業
に

お
い
て
は
、
労
働
力
不
足
が

ਂ
ࠁ
な
問
題
だ
。
業
界
શ
体

で
労
働
力
を
確
保
す
る
た

め
、
業
務
ޮ
率
化
や
働
き
ํ

改
ֵ
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
」と
し
、「

時
間
労
働

の
ੋ
正
に
向
け
た
関
係
者
と

の
協
ٞ
、
労
働
力
不
足
の
解

消
に
向
け
た
高
ߍ
๚
問
の
実

施
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
地
Ҭ
ެ
ڞ
交
通
の
ܭ
画
、

交
通
ػ
関
の
バ
リ
ア
ϑ
リ
ー

化
の
ਪ
進
、
進
歩
す
る
ٕ
ज़

へ
の
対
応
な
ど
、
օ
༷
の
׆

動
を
支
ԉ
し
、
҆
શ
・
҆
心

の
確
保
に
つ
い
て
、
一
ॹ
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

今
ޙ
の
՝
題
に
向
け
た
連
ܞ

ௗ
ϊ
海
ֶ
氏（
足
立
支
෦

）

が
ද
জ
状
を
受
ྖ
し
た
。

౻
ా
ہ

は
ࣜ
ࣙ
で
、
受


者
の
ӫ
༪
を
た
た
え
た
上

で
、「
物
ྲྀ
は
、զ
が
国
の
社

会
経
ࡁ
׆
動
の
基
൫
を
支
え

る
重
要
な

割
を
Ռ
た
し
て

お
り
、
現
在
、
༌
送
業
界
で

は
୲
い
手
の
確
保・育
成
や
、

物
ྲྀ
の
２
０
２
４
年
問
題
へ

の
対
応
な
ど
、
՝
題
が
山
ੵ

し
て
い
る
。
運
༌
α
ー
ビ
ス

に
お
け
る
҆
શ
・
҆
心
の
確

保
は
、
運
送
事
業
者
の
最
大

の

໋
だ
。
関
運
ہ
と
し
て

も
、
運
༌
事
業
者
や
関
係
ஂ

体
、
地
ํ
自
治
体
と
連
ܞ
を

ਤ
り
、
ਝ

な
運

改
定
、

適
正
な
運

ऩ
受
、
物
ྲྀ
関

け
る
労
働
者
自
身
の
҆
શ
Ӵ

生
に
関
す
る
એ
言
を

く
ื

ू
し
て
い
る
。
ื
ू
期
間
は

10
月
７
日
ま
で
。
対
象
は
都

内
の
事
業
場
で
働
い
て
い
る

者
。ৄ

ࡉ
は
、
東
労
ہ
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

係
๏
令
の
改
正

等
へ
の
対
応
な

ど
、
適
切
に
必

要
な
対
ࡦ
を
ߨ

じ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
ト

ラ
ッ
ク
・
物
ྲྀ

̜
メ
ン
な
ど
の

取
り
組
み
を
通

じ
て
、
健
શ
な

物
ྲྀ
環
境
の


උ
に

め
て
い

く
」と
ड़
べ
た
。

最
ޙ
に
、
受

東ト協関係16氏に栄誉

ủ
ࢲ
の
҆
શ
Ӵ
ੜ
એ
ݴ
ί
ϯ
Ϋ
ồ
ϧ
Ứ開
࠵

౦࿑ہ


ӡ
ؔ

ޭ
࿑
ऀ
ද
জ

７
年

౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ


ӡؔޭ࿑ऀදজ
̓�ؔ౦運༌ہ長
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ӡߦཧऀݧࢼςΩετ

መ（
品
川
ト
ラ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
協
同
組
合
）・
ळ
山
）ޛ
世

ా
୩
陸
運
事
業
協
同
組
合
）

各
氏
を
બ

し
た
。


಄
、
૯
会
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た

名
会

は
、「
２

０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
を

進
め
て
き
て
、
物
ྲྀ
改
正
๏

の
施
行
は
業
界
へ
の

い
෩

と
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
た
び
可
決
・
成
立
し
た

事
業
๏
改
正
・
新
๏
は
、
業

界
へ
の
さ
ら
な
る

い
෩
で

あ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
に
対
応
で
き
な
い

事
業
者
に
は
ݫ
し
い

状
況
と
な
る
。
೩
ྉ

価
֨
の
高
ಅ
、
高


道
路
ྉ
ۚ
の
割
引
問

題
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
、連
合
会
で
は
、

協
同
組
合
の
૬
ޓ
ැ

助
の
精
神
に
ଇ
っ

て
ޓ、
い
に
協
力
し
、

助
け
合
っ
て
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
」

と
協
力
を
ݺ
び
か
け

た
。ٞ

事
で
は
、６
年
度
事
業

報
告
書
案
と
決
ࢉ
関
係
書
ྨ

案
を
ঝ
認
し
、７
年
度
事
業

ܭ
画
書
案
や
ऩ
支
༧
ࢉ
案
な

ど
を
৹
ٞ
し
、
原
案
通
り
ঝ

認
し
た
。

事
業
ܭ
画
で
は
引
き
続

き
、
೩
ྉ
༉
対
ࡦ
の
ਪ
進
と

し
て
価
֨
ڞ
同
交
ব
を
ԁ


に
進
め
、
価
֨
の

྿
化
と

҆
定
ڙ
給
の
確
保
に

め
る

と
と
も
に
、「
東
ト
協
連
ઐ

શ
ト
協
は
、
令
和
７
年
度

「
੨
年
経
Ӧ
者
等
に
よ
る
先

進
的
な
事
業
取
り
組
み
に
対

す
る
ݦ
জ
事
業
」
の
ਃ
請
受


を
行
っ
て
い
る
。
ਃ
請

期
限
は
10
月
20
日
ま
で（
必

ண
）。
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
で
書
ྨ
確
認
な
ど
を
行

う
関
係
に
よ

り
、
શ
ト
協

で
定
め
て
い

る
క
切
日
と

は
ҟ
な
る
た
め
注
ҙ
が
必
要
。

各
都
道

ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
੨
年
組
৫
に
ॴ
ଐ
す
る

経
Ӧ
者
な
ど
が
実
施
し
た
、

ま
た
は
今
ޙ
実
施
す
る
先
進

的
で

ҙ
工
夫
な
ど
の
あ
る

取
り
組
み（
実
施
༧
定
の
ア

イ
デ
ア・ا
画
な
ど
も
対
象
）

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
運
送

事
業
協
同
組

合
連
合
会
は

６
月
27
日
、

ߓ
区
の
第
一

ϗ
テ
ル
東
京

で
、
令
和
７

શ
ト
協
は
６
月

24
日
、「
標
準
的

運


地
ਤ
か
ら

の
運

ܭ
ࢉ
シ
ス

テ
Ϝ（
؆
қ
൛
・

ৄ
ࡉ
൛
）」
の
ఏ

用
̪
１
カ
ー
ド
」
の
利
用
ଅ

進
な
ど
を
ਤ
っ
て
い
く
。

ま
た
、
運

対
ࡦ
の
ਪ
進

で
は「
運

動
向
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
ௐ
ࠪ
」
を
継

続
実
施
す
る
。
݁
Ռ
に
つ
い

て
は

報
׆
動
を
通
じ
て
事

業
者
へ
の
ܒ
発
׆
動
を
行
う

と
と
も
に
、
再
生
࢈
可
能
な

適
正
運

ऩ
受
や
不
ެ
正
取

引
の
ੋ
正
な
ど
に
向
け
て
、

ՙ
主
ا
業
に
も

報
し
、
理

解
と
協
力
を
求
め
る
。

高

道
路
利
用
事
業
の
ԁ


な
ਪ
進
で
は
、
通
行
ྉ
ۚ

引
き
下
͛
や
各
種
割
引
制
度

の
維
持
・
֦
ॆ
に
向
け
て
要


׆
動
を
ల
開
す
る
。大
口・

多
ස
度
割
引
制
度
利
用
事
業

（
̚
̩
̘
ί
ー
ϙ
レ
ー
ト
カ

ー
ド
利
用
事
業
）の
ԁ

な

ਪ
進
に

め
る
と
と
も
に
、

̚
̩
̘
ί
ー
ϙ
レ
ー
ト
カ
ー

ド
管
理
者
ݚ
म
会
な
ど
に
よ

り
、
高

道
路
な
ら
び
に
カ

ー
ド
の
適
正

用
の
ప
ఈ
を

ਤ
る
。

を
ݦ
জ
す
る
も
の
。

ݒ

ۚ
は
、
ۚ

１
０
０

万
ԁ
、
ۜ

70
万
ԁ
、
ಔ


50
万
ԁ
。
ݦ
জ
૯
額
は
５
０

０
万
ԁ
を
限
度
と
す
る
。

対
象
事
業
は
、
ᶃ
社
会
ߩ

ݙ
事
業
、
ᶄ
ऩ
ӹ
性
向
上
事

業
、
ᶅ
҆
શ
対
ࡦ
事
業
、
ᶆ

環
境
対
ࡦ
事
業
、
ᶇ
そ
の
ଞ

（
ݦ
জ
目
的
に
Ԋ
っ
た
事
業
）。

要
件
は
、
ᶃ
ਃ
請
日
前
１

年
間
お
よ
び
ਃ
請
日
以
降
か

ら
交

決
定
ま
で
の
間
に
、

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
๏
お

よ
び
道
路

運
送
๏
な

ڙ
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、

令
和
６
年
３
月
よ
り
適
用
さ

れ
て
い
る「
標
準
的
運

」

が
શ
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
で

ܭ
ࢉ
で
き
る
も
の
。
̥
̘
だ

け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ

શ
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
６
月
26

日
、
ߓ
区
の

第
一
ϗ
テ
ル

東
京
で
、
令

和
７
年
度
通

ৗ
૯
会
お
よ

び
第
２
１
１

ճ
理
事
会
を

開
࠵
し
、


と
ड़
べ
た
。

૯
会
で
は
、理
事
・

事
・

会
ܭ

ࠪ
人
の
બ

な
ら
び

に
会

ީ
ิ
者
の
બ
定
を
行

い
、૯
会
を
一
時
中
அ
し
て
開

࠵
し
た
理
事
会
で
、
正
෭
会


を
は
じ
め
各

һ
を
બ


し
た
。

෭
会

に
は
、
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
ਫ

ޭ
会


を
は
じ
め
、দ
橋
ݠ
一
・
ঙ
子

ਗ਼
一・小
ྛ
和
உ・平
ౡ
ཽ
ೋ・

小
ؙ
成
༸
・
ೇ

ण
࢚
・
馬

渡
խ
හ
・
ਿ
山
ઍ
ਘ
の
各
氏

を
再

し
、
੨

均

氏
を
新

し
た
。
な

お
、
７
月
10
日
開
࠵

の
ৗ

理
事
会
・
理

事
会
合
同
会
ٞ
で
会


指
名
に
よ
る
෭
会


が
બ

さ
れ
る
。

ୀ

の
ࡔ
本
ࠀ
ݾ

会

は
、
最
高
顧
問

に
ब

し
た
。

事
務
ہ

һ
に
つ

い
て
は
、
若
ྛ
ཅ
介

理
事

が
ୀ

し
、

新
理
事

に
重
ా
խ

史
氏
が
ब

。ま
た
、

山
࡚
܆
・
দ
࡚

ଇ
྆
ઐ

務
理
事
と
山
㟒

ৗ
務
理

事
が
再

さ
れ
た
。

ब

の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
寺
Ԭ
新
会

は
、
可
決
・

成
立
し
た
事
業
๏
改
正
と
新

๏
に
つ
い
て
、業
界
の
健
શ
な

発
ల
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
、

「
一
日
も
早
く
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
と
っ
て
の
大
き
な
転
ػ
と

な
る
。
新
し
く
ҕ
һ
会
を
立

ち
上
͛
、
国

交
通
ল
と
連

ܞ
し
な
が
ら
成
立
し
た
新
๏

を

や
か
に
実
行
ஈ
֊
に
Ҡ

し
て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

一
ํ
、
ࡔ
本
会

は
ୀ


に
当
た
り
、「
８
年
間
業
界
の

た
め
に
ݒ
໋
に

力
し
て
き

た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
人
間
で
い

う
と
こ
ろ
の
݂
ӷ
と
し
て
、

զ
々
の
価

を
社
会
の
օ
༷

に
͝
理
解
い
た
だ
け
た
。
業

界
が
一
ຕ
ؠ
と
な
っ
て
し
っ
か

り
と
ஂ
݁
し
、
難
ہ
を
ଧ
ഁ

し
て
΄
し
い
」と
ड़
べ
た
。

同
日
の
૯
会
で
は
、
６
年

度
事
業
報
告
と
ܭ
ࢉ
書
ྨ

案
、定

の
変
更
案
に
つ
い
て

ঝ
認
し
、
理
事
・

事
な
ど

を
બ
定
し
た
。

૯
会
で
は
、
国
交
ল
の


ా
ߒ
ٱ
物
ྲྀ
・
自
動
車
ہ


（
当
時
）と
山
本

道
路
ہ

（
当
時
）が
来
ෂ
あ
い
さ
つ

し
た
。

設
定
す
る

と
、
自
動

で
ڑ

制
運
（
基
準
運

）

が
示
さ
れ
る
シ
ン
ϓ
ル
な
も

の（
写
真
）。
高

道
路
の
༏

先
利
用
の
設
定
も
可
能
。

ৄ
ࡉ
൛
は
、
地
ਤ
上
の
指

定
だ
け
で
な
く
、
ॅ
ॴ
入
力

に
よ
る
出
発
地
・
౸
ண
地
の

設
定
が
で
き
る
。
ま
た
、
基

準
運

の
΄
か
、
ྉ
ۚ
、
೩

ྉ
α
ー
ν
ャ
ー
ジ
、
割
増
ྉ

ۚ
の
ࢉ
出
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

同
シ
ス
テ
Ϝ
は
、
ト
ッ
ϓ

ϖ
ー
ジ
か
ら
、
改
正
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
๏
・
標
準
的

な
運

・
標
準
運

約
�

地
ਤ
か
ら
の
ܭ
ࢉ
シ
ス
テ
Ϝ

で
利
用
で
き
る
。

こ
の
΄
か
、「
東
ト
協
連

ܕ
҆
൱
確
認
α
ー
ビ
ス
２
」

を
利
用
し
た

報
連
བྷ
体
制

の
構
ங
を
ਤ
る
。


期
満
了
に

う

һ
の

改
બ
で
は
、
૯
会
を
一
時
中

அ
し
、

һ
બ
考
ҕ
һ
会
を

開
࠵
。
ਪ
ન
さ
れ
た
ީ
ิ
者

に
基
ͮ
き
、７
・
８
年
度
の

理
事
・

事
を
決
定
し
た
。

૯
会
に
は
、
来
ෂ
と
し
て

関
東
運
༌
ہ
の
౻
ా
ྱ
子
ہ

ど
関
係
๏
令
の
悪
࣭
と
認
め

ら
れ
る
違

が
な
い
も
の
、

ᶄ
શ
ト
協
の
各
助
成
事
業
に

お
い
て
、
助
成
ۚ
の
ฦ
ؐ
を

໋
じ
ら
れ
、
受

ま
た
は
交


決
定
が
行
わ
れ
な
い
期
間

に
あ
る
経
Ӧ
者
な
ど
の
ਃ
請

で
な
い
も
の
、
ᶅ
ଞ
の
助
成

ۚ
な
ど
を
受
け
な
い

事
業
、
ᶆ
過
去
に
本

ݦ
জ
を
受
け
た
経
Ӧ

者
な
ど
に
よ
る
同
一

の
事
業
、
ま
た
は
そ
の
事
業

に
改
ྑ
・
改
善
を
加
え
た
事

業
で
は
な
い
も
の
。
ਃ
請
は

１
者
１
事
業
に
限
る
。

৹
ࠪ
の
上
、受

事
業
者・

ஂ
体
な
ど
に
つ
い
て
は
、
શ


と
、
日
本
貨
物
運
送
協
同

組
合
連
合
会
の
ޚ
手
ચ
҆
会


が
出
੮
し
、
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ

た
。
な
お
、
૯
会
ޙ
に
࠙
親

会
を
開
࠵
し
た
。

૯
会
終
了
ޙ
、
新
理
事
に

よ
る
理
事
会
を
開
࠵
し
、
会


・
෭
会

な
ど
を
決
定
。

名
༪
会

に
古

๕

氏

を
、名
༪
顧
問
に
ଜ
山
正
治・

山
口
正
྆
氏
を
そ
れ
ͧ
れ
ҕ


し
た
。

ト
協
੨
年
෦
会
શ
国
大
会
で

त
༩
ࣜ
を
行
う
༧
定
。

ਃ
請
ํ
๏
は
、
東
ト
協
会

һ
事
業
者
の
場
合
、
本
෦
業

務
෦
ڭ
育
ݚ
म
・
༌
送
̜
に

ਃ
請
ر

の
ࢫ
を
ి
話
連
བྷ

し
た
上
で
、
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
ジ（
Ｈ
̥
）よ
り
必
要

書
ྨ
を
入
手
・
࡞
成
し
、
༣

送（
˟
１
６
０
㏯０
０
０
４
新

宿
区
࢛
୩
３
の
１
の
８
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
業
務
෦
ڭ

育
ݚ
म
・
༌
送
̜
Ѽ
）に
よ

り
ఏ
出
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
協
Ｈ
̥
を

ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
෦
ڭ
育
ݚ
म
・
༌
送

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

年
度
・
第
46
期
通
ৗ
૯
会
を

開
࠵
し
、

期
満
了
に

う


һ
の
改
બ
を
行
い
、
７
・

８
年
度
の
理
事
・

事
を
決

定
。
続
い
て
開
࠵
し
た
理
事

期
満
了
に

う

һ
の
改
બ

を
行
い
、新
会

に
寺
Ԭ
༸
一

෭
会

を
બ

し
た
。
寺
Ԭ

会

は
ब

の
あ
い
さ
つ
で
、

「
会
һ
ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
・
業
界

ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
に
ਚ
き
る
。
決

し
て
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、
力

ڧ
く
ਪ
し
進
め
て
い
き
た
い
」

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
利
用
が
可
能
。

؆
қ
൛
で
は
、

車
֨
か
ら
小
ܕ
車

（
２
Ἁ
）・
中
ܕ
車

（
４
Ἁ
）・
大
ܕ
車

（
10
Ἁ
）・
ト
レ
ー

ラ（
20
Ἁ
）の
い

ず
れ
か
、
と
ಧ
出

の
運
༌
ہ
を
設
定

し
、
地
ਤ
上
で
出

発
地
・
౸
ண
地
を

会
で

名

子
会
（
東
京

ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
）

を
再

し
た
。

ま
た
、
෭
会

に
は
୍
ᖒ

ݡ
司（

ా
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
協
同
組
合
）・

৴
ٱ

（

中
ௐ

ࠏ
ߐ
ト
ラ
ッ
ク

事
業
協
同
組
合
）・

ϊ
内

ࢯԬࣉ

໊ࢯ

10
月
20
日
ま
で

申
請
提
出
期
限

地
図
か
ら
の
運
賃
計
算
シ
ス
テ
ム
を
公
開

新会長に寺岡副会長

椎名会長を再任

理事長には重田氏を選任

燃料油対策の推進図る

第
１
０
２
回

通
常
総
会

全
ト
協

７
年
度

通
常
総
会

東
ト
協
連

標準的運賃全ト協

先
進
的
な
取
り
組
み
を
募
集

７
年
度

青
年
経
営
者
顕
彰

全ト協
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先
日
、
も
う

す
ぐ
２
歳
の
孫

が
テ
レ
ビ
を
指

さ
し
て
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
！
」

と
、
初
め
て
の
固
有
名
詞

を
発
し
た
。
乳
幼
児
を
魅

了
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

力
に
驚
い
た
◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
あ

ん
ぱ
ん
』
が
放
送
さ
れ
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
脚
光
を

浴
び
て
い
る
そ
う
だ
。
ア

ン
パ
ン
マ
ン
生
み
の
親
、

や
な
せ
た
か
し
・
暢の

ぶ

夫
妻

を
モ
デ
ル
に
し
た
物
語
で

あ
る
◆
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は

当
初
、
大
人
か
ら
は
大
悪

評
。
自
分
の
顔
を
食
べ
さ

せ
る
な
ん
て
残
酷
だ
…
云

々
と
。
だ
が
、
や
な
せ
氏

は
戦
争
体
験
か
ら
「
飢
え

た
子
ど
も
を
助
け
る
こ
と

が
一
番
大
事
な
ん
だ
と
思

っ
て
書
い
た
」
と
、
著
書

『
わ
た
し
が
正
義
に
つ
い

て
語
る
な
ら
』
で
◆
最
初

大
人
向
け
の
童
話
だ
っ
た

ア
ン
パ
ン
マ
ン
だ
が
、
や

が
て
２
～
５
歳
の
幼
児
か

ら
認
め
ら
れ
て
い
く
。
難

し
い
こ
と
を
言
う
〝
評
論

家
先
生
〟
よ
り
も
何
の
先

入
観
も
欲
も
な
い
〝
純
真

無
垢
な
批
評
家
〟
こ
そ
が

真
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
見
極
め

て
き
た
の
だ
。
今
や
日
本

の
子
育
て
に
必
須
な
存
在

に
◆
国
連
報
告
に
よ
れ
ば

２
０
２
３
年
の
世
界
飢
餓

人
口
は
約
７
億
５
７
０
０

万
人
。
11
人
に
１
人
の
割

合
。
３
年
連
続
の
高
止
ま

り
だ
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

顔
が
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た

ら
足
り
る
の
か
。
飢
餓
の

実
態
は
看
過
で
き
な
い
。
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旧
東
海
道
の
品
川
宿
の
北
端
に
、

東
海
道
線
を
立
体
交
差
さ
せ
る
た

め
に
、１
８
７
２（
明
治
５
）年

に
八
ツ
山
橋（
品
川
区
北
品
川
）

が
架
け
ら
れ
た
。
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
、
１
９
３
０（
昭

和
５
）
年
、
１
９
８
５（
昭
和

60
）
年
と
架
け
替
え
ら
れ
、
萌

黄
色
の
現
在
の
橋
は
４
代
目

と
な
る
。
映
画
史
に
名
を
残
す『
ゴ

ジ
ラ
』
で
は
、
ゴ
ジ
ラ
が
上
陸
の
第

旧
東
海
道
を
第
２
踏
切
が
渡
り
、北

品
川
駅
に
誘
っ
て
い
く
。
北
品
川
駅

を
出
る
と
、再
び
新
馬
場
駅
ま
で
高

架
が
続
く
路
線
環
境
だ
。

こ
れ
ま
で
、複
数
の
踏
切
を
有
し

て
い
る
現
状
か
ら
、日
中
で
も
ひ
っ

き
り
な
し
に
列
車
の
往
来
が
激
し

く
、と
り
わ
け
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
開
か

ず
の
踏
切
と
化
し
、慢
性
的
な
交
通

渋
滞
を
起
こ
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

踏
切
を
解
消
す
べ
く
４
年
前
か
ら

東
京
都
が
事
業
主
体
と
な
り
、泉
岳

寺
駅
～
新
馬
場
駅
間（
約
１
・
７
㌔

㍍
）の
連
続
立
体
交
差
事
業
が
始
ま

っ
た
。
路
線
構
造
は
、泉
岳
寺
駅
～

品
川
駅
手
前
が
地
下
、品
川
駅
は
地

上
、品
川
駅
～
新
馬
場
駅
は
高
架
と

な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、連
続
立
体

交
差
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、品
川
駅

が
橋
上
か
ら
地
上
駅
に
な
る
こ
と
。

立
体
交
差
化
工
事
が
進
む
と
、都

内
の
京
急
線
か
ら
踏
切
が
消
え
る
。

あ
わ
せ
て
、
永
年
親
し
ま
れ
た
八
ツ

山
跨
線
線
路
橋
も
、姿
を
消
し
て
い

く
に
違
い
な
い
。

一
歩
を
印
し
た
の
が
こ
の
八
ツ

山
橋
だ
っ
た
。
八
ツ
山
は
、
武

蔵
台
地
の
突
端
の
丘
陵
で
、
海

岸
に
突
き
出
た
岬
が
８
つ
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。

並
行
し
て
Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
切

り
な
が
ら
京
浜
急
行
の
八
ツ
山

跨
線
線
路
橋
が
位
置
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
、１
９
３
３（
昭
和
８
）

年
に
竣
工
し
た
も
の
で
、開
業
か

ら
30
年
を
経
た
品
川
へ
の
乗
り

入
れ
時
に
架
け
ら
れ
た
。
今
と

な
っ
て
は
永
い
京
急
線
の
歴
史

の
中
で
、
当
時
の
現
状
を
維
持

し
た
最
も
古
い
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

品
川
駅
を
出
た
京
急
線
は
、大
き

く
左
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
、Ｊ
Ｒ
各
線

を
斜
め
に
跨
ぎ
、八
ツ
山
通
り
を
品

川
第
１
踏
切
で
交
差
す
る
。
続
い
て

消えゆく線路橋

第155回

まちかど写真家 筑峯  総太

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

⑴
脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る

事
案
の
労
災
補
償
状
況

脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る

事
案
に
つ
い
て
は
、
請
求
件

数
は
１
０
３
０
件
で
前
年
度

比
７
件
の
増
加
、
支
給
決
定

件
数
は
２
４
１
件
で
前
年
度

比
25
件
の
増
加
と
な
り
、
令

和
３
年
度
ま
で
の
改
善
傾
向

か
ら
、
前
年
度
に
引
き
続
き

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、請
求
件
数
／
支
給
決
定

件
数
と
も
に「
道
路
貨
物
運

送
業
」が
１
５
５
件（
前
年
度

比
16
件
減
少
）／
76
件（
同
10

件
増
加
）で
、引
き
続
き
最
多

と
な
る
と
と
も
に
、
職
種
別

で
も「
自
動
車
運
転
従
事
者
」

が
１
６
３
件（
同
20
件
減
少
）

／
72
件（
同
８
件
増
加
）と

最
多
と
な
っ
て
お
り
、
支
給

決
定
件
数
に
お
い
て
は
、
運

送
業
の
運
転
手
が
３
割
程
度

を
占
め
て
い
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
給
決
定
件
数
を

年
齢
別
で
み
る
と
、「
50
歳
～

59
歳
」が
１
２
９
件
、「
40
歳

～
49
歳
」が
60
件
、「
60
歳
以

上
」
が
44
件
の
順
に
多
く
な

っ
て
い
て
、
引
き
続
き
50
代

が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
時
間
外
労
働
時

間
別（
１
か
月
ま
た
は
２
～

６
か
月
に
お
け
る
1
か
月
平

均
）支
給
決
定
件
数
は
、「
評

価
期
間
１
か
月
」
で
は「
１

０
０
時
間
以
上
１
２
０
時
間

未
満
」の
18
件
が
最
も
多
く
、

「
評
価
期
間
２
～
６
か
月
に

お
け
る
1
か
月
平
均
」
で
は

「
80
時
間
以
上
１
０
０
時
間

未
満
」
の
63
件
が
最
も
多
く

な
っ
て
お
り
、「
60
時
間
以
上

80
時
間
未
満
」
で
も
46
件
が

支
給
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
過
労
死
ラ
イ
ン
は
月

60
時
間
と
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
と
い
え
ま
す
。
な
お
、

45
時
間
未
満
で
支
給
決
定
さ

れ
て
い
る
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⑵
精
神
障
害
に
関
す
る
事
案

の
労
災
補
償
状
況

精
神
障
害
に
関
す
る
事
案

に
つ
い
て
は
、
請
求
件
数
は

３
７
８
０
件
で
前
年
度
比
２

０
５
件
の
増
加
、
支
給
決
定

件
数
は
１
０
５
５
件
で
前
年

度
比
１
７
２
件
の
増
加
と
な

り
、
請
求
・
支
給
決
定
件
数

と
も
大
幅
に
増
加
し
、
過
去

最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
ま

す
。
な
お
、
請
求
・
支
給
決

定
件
数
と
も
に
、
業
種
別
で

は「
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・

介
護
事
業
」
の
５
８
９
件
、

１
５
２
件
が
最
多
と
な
っ
て

お
り
、
職
種
別
で
は「
一
般

事
務
従
事
者
」の
５
７
７
件
、

97
件
が
最
多
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
支
給
決
定
件
数
を

年
齢
別
で
み
る
と
、「
40
歳

～
49
歳
」が
２
８
３
件
、「
30

歳
～
39
歳
」
が
２
４
５
件
、

「
20
歳
～
29
歳
」
が
２
４
３

件
の
順
に
多
く
な
っ
て
い

て
、
比
較
的
若
年
層
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
時
間
外
労
働
時

間
別（
１
か
月
平
均
）
支
給

決
定
件
数
は「
１
０
０
時
間

以
上
１
２
０
時
間
未
満
」
が

74
件
で
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
労
働
時
間
と
の
比

例
関
係
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
精
神
障
害
の
発
生

原
因
を
示
す
出
来
事
別
の
支

給
決
定
件
数
は
、「
上
司
等

か
ら
、
身
体
的
攻
撃
等
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
パ
ワ

ハ
ラ
）を
受
け
た
」
が
前
年

度
比
67
件
増
の
２
２
４
件
、

「
仕
事
内
容
・
仕
事
量
の
大

き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
出

来
事
が
あ
っ
た
」
が
前
年
度

比
19
件
増
の
１
１
９
件
、「
顧

客
や
取
引
先
、
施
設
利
用
者

等
か
ら
著
し
い
迷
惑
行
為
を

受
け
た
」
が
前
年
度
比
56
件

増
の
１
０
８
件
、「
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ

ク
ハ
ラ
）を
受
け
た
」
が
前

年
度
比
２
件
増
の
１
０
５

件
の
順
に
多
く
な
っ
て
お

り
、パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
カ
ス
ハ
ラ
）な
ど
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
主
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
ま

す
。

⑶
運
送
業
に
お
け
る
留
意
点

前
記
か
ら
、
運
送
業
に
お

い
て
は「
脳
・
心
臓
疾
患
に

関
す
る
事
案
」（
い
わ
ゆ
る

「
過
労
死
」）が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
早
急
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
原
因
を

み
る
と
、
運
送
業
の
運
転
手

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
４
年

４
月
１
日
以
降
、
36
協
定
に

よ
り
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
年
間
９
６
０
時
間
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
遵
守
し
た
と
し
て
も
、
月

平
均
の
時
間
外
労
働
時
間
が

過
労
死
認
定
基
準
の
80
時
間

と
な
る
こ
と
、
ま
た
車
中
で

の
休
憩
時
間
な
ど
で
休
憩
の

実
態
が
不
明
確
で
あ
る
こ

と
、
休
憩
時
間
を
含
め
た
拘

束
時
間
に
よ
っ
て
認
定
が
行

わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
36
協
定
の
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
や
改
善

基
準
告
示
の
拘
束
時
間
の
限

度
を
遵
守
し
て
い
て
も
、
過

労
死
認
定
の
対
象
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
高
齢
化
も
進
ん
で
40

歳
以
上
の
割
合
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
過
労
死

リ
ス
ク
は
さ
ら
に
大
き
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
令
和
６
年
４
月
以
降
に

適
用
さ
れ
て
い
る
時
間
外
労

働
の
上
限
９
６
０
時
間
以
内

を
い
ち
早
く
達
成
し
、
月
80

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
月
60

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

の
割
増
率
50
％
以
上
」
に
も

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
月
60
時
間
以
内
の
残
業

時
間
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
最
終
的
に
は
過
労
死
リ

ス
ク
の
な
い
月
45
時
間
以
内

の
達
成
を
目
指
す
こ
と
、
そ

の
過
程
に
お
い
て
は
、
運
転

手
の
健
康
管
理
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
過
労
死
を
発
生
さ

せ
る
と
行
政
処
分
の
対
象
と

な
る
可
能
性
が
高
く
、
労
災

に
上
乗
せ
と
な
る
多
額
の
民

事
損
害
賠
償
の
請
求
な
ど
に

よ
っ
て
、
事
業
の
存
続
を
危

う
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
運

送
業
の
最
重
要
テ
ー
マ
の
一

つ
と
し
て
、
継
続
的
な
取
り

組
み
を
行
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

令
和
７
年
６
月
25
日
に
厚
生
労
働
省
か

ら
、６
年
度
の「
過
労
死
等
の
労
災
補
償

状
況
」が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

厚
労
省
で
は
、過
重
な
業
務
が
原
因
で

発
症
し
た
脳
疾
患
や
心
臓
疾
患
、仕
事
に

よ
る
強
い
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
発
病
し
た

精
神
障
害
の
状
況
に
つ
い
て
、労
災
請
求

件
数
や
、「
業
務
上
疾
病
」と
認
定
し
労
災

保
険
給
付
を
決
定
し
た
支
給
決
定
件
数
な

ど
を
、平
成
14
年
以
降
、年
１
回
取
り
ま

と
め
て
い
ま
す（
な
お
、「
過
労
死
等
」と

は
、過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
第
２
条

に
お
い
て
、「
業
務
に
お
け
る
過
重
な
負

荷
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心
臓
疾

患
を
原
因
と
す
る
死
亡
若
し
く
は
業
務
に

お
け
る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障

害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に
よ
る
死
亡
又
は

こ
れ
ら
の
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心
臓
疾

患
若
し
く
は
精
神
障
害
を
い
う
」と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
）。

６
年
度
「
過
労
死
等
の
労
災
補
償
状
況
」に
つ
い
て


